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トラック運送事業者のための経営のヒント【ミニ物流プラットフォームの構築】…３面／
食の新旧街道を行く【「鯖街道寄り道したい味④」京都市山端のぐじの若狭焼き】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

80
（−2）

40
（+6）

19
（−7）

5
（+1）

144
（−2）

交通事故死者数（人）

9月30日現在 10月14日現在

1,828
（−160）

1,943
（−176）

全国の死亡
事故件数

1,789
（−158）

令和３年9月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年６月 109.33 100.46 109.32
令和３年７月 112.06 103.36 111.99
令和３年８月 110.60 101.49 110.74

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

あ　あ　

　

運
送
事
業
者
が
今
後
も
事

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
︑
事
業
継
続
に
必
要
な
コ

ス
ト
を
収
受
し
︑
そ
れ
を
原

資
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

全
ト
協
で
は
現
在
︑
改
正

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

成
立
を
受
け
て
昨
年
４
月
に

告
示
さ
れ
た
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
に
関
し
て
︑
会
員
事
業

者
へ
の
周
知
︑
届
出
等
の
促

進
を
図
る
た
め
︑﹁﹃
標
準
的

な
運
賃
﹄
普
及
推
進
運
動
﹂

を
展
開
し
︑
標
準
的
な
運
賃

の
届
出
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
︒

　

坂
本
会
長
は
懇
談
の
中

で
︑斉
藤
国
交
大
臣
に
対
し
︑

﹁
運
送
事
業
者
が
﹃
標
準
的

な
運
賃
﹄
を
届
け
出
て
︑
交

渉
に
臨
み
︑
利
潤
を
確
保
し

て
将
来
へ
の
投
資
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
︑﹃
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
を
何
と

し
て
も
実
現
さ
せ
る
﹄
と
い

う
︑
荷
主
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
る
︒
全
ト
協
で
は
引

き
続
き
︑
会
員
事
業
者
へ
の

強
力
な
働
き
か
け
を
継
続
し
︑

﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄
の
早
期

届
出
に
向
け
て
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂
と
力

強
く
述
べ
た
︒
ま
た
︑
斉
藤

国
交
大
臣
に
対
し
て
︑
届
出

促
進
に
向
け
た
協
力
を
要
請

し
た
︒

　

さ
ら
に
︑坂
本
会
長
は
﹁
荷

主
対
策
の
深
度
化
﹂
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
に

欠
か
せ
な
い
と
し
︑
斉
藤
国

交
大
臣
に
対
し
︑
事
業
者
の

違
反
原
因
行
為
を
行
う
荷
主

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を

要
望
し
た
︒

　

そ
れ
を
受
け
て
斉
藤
国
交

大
臣
は
︑﹁
国
交
省
と
し
て

も
︑
全
ト
協
の
皆
様
と
強
力

に
連
携
し
な
が
ら
︑﹃
標
準

的
な
運
賃
﹄
の
荷
主
企
業
へ

の
さ
ら
な
る
浸
透
と
共
に
︑

﹃
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹄
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂

と
応
じ
た
︒

　

ま
た
︑
当
日
は
北
側
一
雄

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話

会
会
長
︑
伊
藤
渉
財
務
副
大

臣
も
同
席
︒
坂
本
会
長
は
斉

藤
国
交
大
臣
や
北
側
懇
話
会

会
長
︑
伊
藤
財
務
副
大
臣
に

対
し
て
︑
高
速
道
路
料
金
の

引
下
げ
に
つ
い
て
︑
特
に
大
口

・
多
頻
度
割
引
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
た
︒

　

今
回
の
懇
談
は
坂
本
会
長

の
主
導
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
︑
当
日
は
︑
全
国
ハ
イ

ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の

川
鍋
一
朗
会
長
と
神
谷
俊
広

理
事
長
︑
日
本
バ
ス
協
会
の

南
正
人
副
会
長
と
石
指
雅
啓

理
事
長
も
同
席
し
た
︒

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会

長
は
10
月
12
日
︑
10
月
４
日
に
発
足
し
た

岸
田
内
閣
に
お
い
て
新
た
に
就
任
し
た
︑

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
と
の
懇
談
を
行

っ
た
（
北
側
一
雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員

懇
話
会
会
長
︑伊
藤
渉
財
務
副
大
臣
同
席
）︒

　
全
ト
協
は
現
在
︑
国
土
交
通
省
な
ど
と

連
携
し
︑
持
続
可
能
な
物
流
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
︑
運
送
事
業
者
や
荷
主
企
業
等

に
対
し
て
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
へ
の
理
解

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
普
及
推
進
運
動
を
展
開
︒
特

に
︑
今
年
度
を
重
点
期
間
と
位
置
づ
け
︑

届
出
促
進
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を

精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
︒

　
坂
本
会
長
は
斉
藤
国
交
大
臣
に
対
し
て
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
を
推
し
進
め
る
上
で
︑

今
こ
そ
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
へ

の
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
全
ト
協
と
し
て
も
会
員
事
業

者
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
ま
い
り
た

い
﹂
と
決
意
を
述
べ
た
上
で
︑
斉
藤
国
交

大
臣
に
対
し
て
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の

届
出
促
進
に
向
け
た
協
力
を
要
請
し
た
︒

左から、伊藤財務副大臣、斉藤国交大臣、坂本会長（10月12日、国土交通省）
北側トラック議員懇話会会長（元国土交通大臣）同席（写真右）

左
か
ら
、
川
鍋
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
会
長
、
伊
藤
財

務
副
大
臣
、
斉
藤
国
交
大
臣
、
北
側
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長
、

坂
本
全
ト
協
会
長
、
南
日
本
バ
ス
協
会
副
会
長
（
10
月
12
日
、
国
土

交
通
省
）

大口・多頻度割引制度の積極的な議論
伊藤渉伊藤渉財務副大臣財務副大臣同席同席

自信と誇りに満ちたドライバーの自信と誇りに満ちたドライバーの
ベストな労働環境を !!ベストな労働環境を !!

就
任
を
機
に

就
任
を
機
に

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
と
懇
談

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
と
懇
談
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～点検整備編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	タイヤの空気圧およびタイヤの溝の深さが十分であるかどうかの点検は、
１日１回、運行前に行わなければならない。（	○・×	）

❷	 	ディスク・ホイールの取付状態の点検が義務づけられているのは、車両総
重量6.5トン以上又は乗車定員30人以上の自動車である。（	○・×	）

❸	 	日常点検においてエンジンオイルの量が適当であるかどうかは、当該自動
車の走行距離、運行時の状態等から判断した適切な時期に行うことで足り
る。（	○・×	）

❹	 	事業用貨物自動車は、６か月ごとに定期点検整備を実施しなければならな
い。（	○・×	）

❺	 	事業用貨物自動車の自動車検査証の有効期間は、車両総重量にかかわら
ず、初回は２年、２回目以降は１年である。（	○・×	）

（解答は7面）

高速道路を安全に走行しよう
〔第109回〕

　緊急事態宣言が解除されても油断は禁物ですが、これからの
時期は、旅行やレジャーなどで交通量が増えることが予測され
ます。それに伴い、高速道路の利用者も増加し、高速道路での
事故の多発が懸念されます。高速道路での安全運転を再確認
しておきましょう。

●スピード抑止と車間距離の確保が安全運転の基本

Ａさん「Ｂさん、緊急事態宣言が解除されたね。マイカーは公
共交通機関に比べて『密』が避けられることから、旅
行やレジャーなどで利用する人が増えそうだね」

Ｂさん「そうだね。旅行やレジャーで出かける人が増えると、高
速道路の交通量が増える。そのことで事故が多発しな
いか、今から心配だよ」

Ａさん「今までガマンを重ねてきたからね。ところでＢさんは、
高速道路を走行する時、どんなことに気をつけている
の」

Ｂさん「そうだな。まず、スピードをあまり出さないように心が
けているよ。僕たちが運転するトラックはリミッターが
ついているから、好き勝手にスピードは出せないよう
になっているけれど、やっぱりスピードを出そうとする
と気持ちも焦ったり、危険の見落としに繋がるから
ね」

Ａさん「なるほど。僕からは、車間距離をしっかりとるというこ
とだね。高速道路では、時速を距離に置き換えた数
字、時速100㎞であれば100ｍ、時速80㎞であれば80
ｍが必要な車間距離の目安とされている。車間距離確
認区間などを利用して、必要な車間距離が確保されて
いるかどうかをしっかり確認してほしいな」

●トラックに挟まれた乗用車は見落としやすい

Ｂさん「その通りだね。スピードを抑えて車間距離をとること
は、高速道路での安全運転の基本だね。あと、車間距
離をとることについては、他の場面でも気をつけてい
ることがあるんだ」

Ａさん「どんな場面なの」
Ｂさん「トラックに追従している時、なにかのはずみで、自車と

前車のトラックの間に乗用車が入ってしまうような場
面だよ。前方のトラックの方に視線が集中してしまう
と、直前の車を見落として、追突してしまう危険があ
る。普段からそうならないよう運転しているけれど、ト
ラックの間に乗用車が入ってしまった時は、意識して
車間距離を大きくとるようにしているよ」

Ａさん「なるほど。一般のドライバーも、トラックに挟まれた状
態では追突の危険が増すことを理解して、そのような
場面にならないように運転してほしいね」

Ｂさん「そうだね。あと、高速道路ではトンネルが多い。トンネ
ルでの事故は重大事故に繋がり、被害も大きくなりや
すいけれど、Ａさんはどんなことに気をつけている
の」

●トンネルでは一層、慎重な運転を

Ａさん「そうだな。高速道路でトンネルに入ると急激に視力が
低下する。前車がいる時は前車が減速することも考え
られるから、トンネル手前で確実に減速するよう心が
けているよ。ほかにも交通量が多い場合は、トンネル
内が渋滞していることがあるから、情報板を見逃さな

いようにしているし、定期的にカーラジオで情報収集
しているよ」

Ｂさん「さすがＡさん。あと付け加えると、トンネルの入口では
晴れていたのに、出口では雨が降っているというよう
に、入口と出口で天候が変わっていることがよくあ
る。だから、出口に近づいたら天候が変わることを予
測して、注意深く走行するようにしているよ」

Ａさん「トンネル出口は横風の影響も受けやすく、特にふらつ
きやすいから、慎重に運転することは大切だね」

Ｂさん「そうだね」
Ａさん「それと、例年これからの時期は大型車の車輪脱落事故

が多発しているので、運転前の点検整備はしっかり
行っておこう。さらに、積荷の落下は事故に繋がるの
で、出発前はもちろん、休憩の際もしっかり固縛がで
きているか確認することも忘れずにね」

（
10
月
15
日
〜
31
日
）

▽
10
月
23
日
・
24
日

・
第
53
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

▽
10
月
25
日

・
第
53
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

「
段
階
的
緩
和
措
置
等
」
に

伴
い
食
堂
施
設
の
運
営
時
間

を
短
縮

　

各
Ｔ
Ｓ
の
運
営
時
間
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

福
祉
施
設
の
運
営
時
間
を
変
更

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
で
は
10
月
１
日
㈮

か
ら
︑
食
堂
・
休
憩
室
・
入
浴

施
設
・
女
性
用
シ
ャ
ワ
ー
・
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
運
営
時
間

を
変
更
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
運
行
情
報
セ
ン
タ
ー

等
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
変
更
は

な
い
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

受
変
電
設
備
改
修
工
事
の
た
め

全
館
を
一
時
休
業

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
阪
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
受
変
電
設

備
改
修
工
事
の
た
め
︑
10
月
19

日
㈫
21
時
~
10
月
20
日
㈬
朝
５

時
ま
で
の
間
︑
全
館
一
時
休
業

と
な
る
（
駐
車
場
の
利
用
は
可

能
）︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
10
月
23
日
㈯
~
25
日
㈪

に
か
け
て
︑
第
53
回
﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
す
る（
関

連
７
面
）︒

　

10
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
に

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
実

施
す
る
実
科
競
技
・
学
科
競

技
は
︑
完
全
無
観
客
開
催
と

な
る
︒
そ
の
た
め
︑
選
手
の

関
係
者
（
家
族
︑
勤
務
先
な

ど
の
付
き
添
い
︑
ト
ラ
ッ
ク

協
会
職
員
等
）︑
報
道
︑
一

般
来
場
者
の
来
場
は
不
可
と

な
る
︒

　

な
お
︑
同
25
日
㈪
に
実
施

さ
れ
る
表
彰
式
は
︑
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
﹁
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
全
ト
協
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
Ｊ
Ｔ
Ａ
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
）﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
で
ラ
イ
ブ

配
信
を
実
施
す
る
︒

過
労
死
等
防
止
に
向
け「
緊

急
対
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

作
成第

16
回
労
働
安
全
・
衛
生

委
員
会

　

10
月
４
日
︑
第
16
回
﹁
労

働
安
全
・
衛
生
委
員
会
﹂（
楠

木
寿
嗣
委
員
長
）
が
書
面
審

議
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

役
員
選
任
で
は
︑
坂
田
喜

信
氏
（
岸
本
運
送
㈱
代
表
取

締
役
会
長
・
大
阪
府
）
を
新

副
委
員
長
に
選
任
す
る
と
と

も
に
︑
人
事
異
動
に
伴
う
変

更
と
し
て
︑鷺
川
陽
一
氏
（
日

本
通
運
㈱
安
全
衛
生
推
進
部

長
・
全
国
）
を
新
副
委
員
長

に
選
任
し
た
︒

　

令
和
３
年
度
事
業
の
進
捗

状
況
と
し
て
︑
①
過
労
死
等

防
止
計
画
推
進
に
係
る
各
種

指
標
︑
②
労
働
安
全
・
衛
生

関
係
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
状

況
︑
③
労
働
安
全
・
衛
生
関

係
助
成
事
業
︑
④
﹁
陸
運
事

業
者
の
た
め
の
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ガ
イ
ド
﹂
の
作
成
︱

︱
に
つ
い
て
書
面
審
議
を
行

い
︑
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

①
で
は
︑
平
成
30
年
３
月

に
策
定
し
た
﹁
過
労
死
等
防

止
計
画
﹂
の
取
り
組
み
期
間

が
残
り
１
年
半
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
健
康
管
理
︑

就
労
措
置
︑運
行
管
理
な
ど
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
す

ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

﹁
緊
急
対
策
﹂
の
確
実
な
実

行
を
呼
び
か
け
る
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
た
︒

　

ま
た
︑
④
の
﹁
陸
運
事
業

者
の
た
め
の
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ガ
イ
ド
﹂
に
つ
い
て
は
︑

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災

害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）
作

成
の
﹁
陸
運
業
の
労
働
安
全

衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｒ
Ｉ
Ｋ

Ｍ
Ｓ
）﹂
の
改
訂
に
伴
い
平

成
21
年
に
作
成
し
た
国
土
交

通
省
の
﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
﹂
と
︑
厚
生
労
働
省

の
﹁
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
﹂
と
取
り
組
む
際
の

ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹁
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
の
改
訂
版

を
陸
災
防
と
連
携
し
て
作
成

す
る
︒

　

そ
の
ほ
か
︑﹁
令
和
３
年

度
労
働
災
害
発
生
状
況
（
速

報
）﹂
や
︑
厚
労
省
﹁
陸
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
労

働
災
害
防
止
に
向
け
た
一
層

の
取
組
に
つ
い
て
﹂
に
関
す

る
協
力
依
頼
︑
国
交
省
﹁
健

康
起
因
事
故
防
止
の
た
め
の

取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
﹂等
に
つ
い
て
承
認
し
た
︒

　

な
お
︑
同
調
査
は
︑
10
月

29
日
㈮
ま
で
の
回
答
期
限
で

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
回
答
を
受
け
付

け
て
お
り
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
特
設

バ
ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
︑

回
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

委
員
長
に
吉
田
修
一
副
会

長
が
就
任

第
６
回
施
設
事
業
委
員
会

　

10
月
14
日
︑
第
６
回
﹁
施

設
事
業
委
員
会
﹂
が
開
催
さ

れ
た
︒

　

会
議
冒
頭
に
行
わ
れ
た
委

員
長
の
選
任
で
は
︑
委
員
長

に
吉
田
修
一
委
員
（
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
・
神

奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
を
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
諫
早
ト
ラ

ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

（
案
）︑
②
安
城
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑
原

案
通
り
承
認
し
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
ス

リ
ス
ト
﹂（
写
真
）
を
作
成

し
た
︒

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お

け
る
労
働
災
害
の
約
７
割
が

荷
役
作
業
中
に
発
生
し
て
お

り
︑
特
に
荷
台
等
か
ら
の
墜

落
・
転
落
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
る
︒
ま
た
︑
ロ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
（
カ
ゴ
車
）

の
取
り
扱
い
中
の
災
害
も
多

発
し
て
い
る
︒

　

厚
労
省
な
ど
で
は
︑
同
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
踏
ま

え
︑
荷
台
昇
降
時
の
災
害
を

含
め
た
荷
役
作
業
時
の
よ
り

一
層
の
安
全
対
策
の
推
進
に

取
り
組
む
よ
う
︑
事
業
者
に

対
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
︑今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
い
る
︒

テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
実
態
調
査

報
告
書
︑
各
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
利
用
状
況
や
修

繕
工
事
に
係
る
進
捗
状
況
︑

彦
根
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
大
規
模
修
繕
工
事
の
状

況
︑
鹿
児
島
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
売
却
状
況
︑
飲

酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
を
各

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配

布
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
︒

ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ

ト
・
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
使
用
時
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
作
成

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封

　

厚
生
労
働
省
と
（
独
）
労

働
者
健
康
安
全
機
構
労
働
安

全
衛
生
総
合
研
究
所
は
こ
の

ほ
ど
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
ロ

ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
・
テ

ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー　

使

う
前
の
５
つ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

青
少
年
向
け
パ
ラ
パ
ラ
漫

画
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画

を
公
開大

阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
中
川
才
助
会
長
）
で
は
︑

令
和
３
年
度﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日

（
10
月
９
日
）﹂
行
事
の
一
環

と
し
て
︑
パ
ラ
パ
ラ
漫
画
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画（
写
真
）

を
作
成
し
︑
大
阪
府
ト
協
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
で
配
信

し
て
い
る
︒

　

同
動
画
は
︑
若
い
世
代
を

中
心
と
し
た
人
材
不
足
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
︑

主
に
中
学
生
や
高
校
生
な
ど

の
青
少
年
に
対
し
て
︑
業
界

や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

仕
事
へ
の
興
味
・
関
心
を
抱

い
て
も
ら
う
た
め
に
制
作
︒

就
職
活
動
に
苦
し
み
な
が
ら

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
就
職

し
た
青
年
が
︑
苦
労
を
重
ね

な
が
ら
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
魅
力
に
気
付
い
て
い

く
様
子
を
描
い
て
い
る
︒

　

大
阪
府
ト
協
で
は
︑
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
同
動
画
の

広
告
配
信
を
行
う
と
と
も

に
︑
今
後
動
画
の
二
次
元
コ

ー
ド
を
カ
バ
ー
に
記
載
し
た

除
菌
シ
ー
ト
を
︑
高
校
生
等

に
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
︒

県
西
ト
ラ
ッ
ク
休
憩
所
を

10
月
19
日
㈫
に
閉
鎖

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
倉
邦
義
会
長
）
が
平
成

８
年
か
ら
運
営
し
て
き
た
県

西
ト
ラ
ッ
ク
休
憩
所
（
茨
城

県
結
城
市
）
は
︑
10
月
19
日

㈫
17
時
を
も
っ
て
閉
鎖
と
な

る
︒

大阪府ト協

JTAvideo
YouTube全ト協チャンネル

小
学
校
等
の
臨
時
休
業
に

伴
い
有
給
休
暇
を
取
得
し

た
労
働
者
の
賃
金
を
助
成

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
30
日

よ
り
︑
小
学
校
休
業
等
対
応

助
成
金
の
申
請
受
付
等
を
開

始
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
小
学

校
等
の
臨
時
休
業
等
に
よ

り
︑
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得

な
い
労
働
者
（
保
護
者
）
を

支
援
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ

る
も
の
︒

　

支
給
対
象
者
は
︑
子
ど
も

の
世
話
を
保
護
者
と
し
て
行

う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
労

働
者
に
対
し
︑
有
給
（
賃
金

全
額
支
給
）
の
休
暇
（
労
働

基
準
法
上
の
年
次
有
給
休
暇

を
除
く
）
を
取
得
さ
せ
た
事

業
主
︒
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
︑
休
暇
中

に
保
護
者
に
支
払
っ
た
賃
金

相
当
額
の
10
分
の
10
を
支
給

す
る
（
上
限
額
あ
り
）︒

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

�

高
速
道
路
の
長
大
橋
梁
・

ト
ン
ネ
ル
に
区
画
柵
を
試

行
設
置

正
面
衝
突
事
故
防
止
対
策

と
し
て

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
高
速
道
路
３

社
は
10
月
６
日
︑
暫
定
２
車

線
の
高
速
道
路
の
一
部
区
間

で
︑
区
画
柵
の
試
行
設
置
を

行
う
と
発
表
し
た
︒

　

高
速
道
路
３
社
で
は
︑
重

大
事
故
に
繋
が
り
や
す
い
暫

定
２
車
線
区
間
で
の
高
速
道

路
の
正
面
衝
突
事
故
防
止
対

策
と
し
て
︑
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル

に
代
え
て
区
画
柵
の
設
置
・

検
証
を
行
っ
て
い
る
︒ま
た
︑

平
成
30
年
に
国
土
交
通
省
が

公
表
し
た
﹁
暫
定
二
車
線
の

高
速
道
路
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

設
置
方
針
に
つ
い
て
﹂
等
を

も
と
に
︑
土
工
部
︑
中
小
橋

梁
（
橋
梁
延
長
50
㍍
未
満
の

橋
梁
）
で
は
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

を
本
格
設
置
し
て
お
り
︑
令

和
４
年
度
内
の
概
成
を
目
指

し
て
い
る
︒

　

長
大
橋
梁
（
同
50
㍍
以
上

の
橋
梁
）
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
は
︑
今
年
６
月
８

日
に
開
催
さ
れ
た
国
交
省
第

５
回
﹁
高
速
道
路
の
正
面
衝

突
事
故
防
止
対
策
に
関
す
る

技
術
検
討
委
員
会
﹂（
委
員

長
:
桑
原
雅
夫
東
北
大
学

大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教

授
）
を
踏
ま
え
︑
セ
ン
タ
ー

パ
イ
プ
︑
セ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

（
写
真
）
を
試
行
的
に
設
置

す
る
こ
と
を
決
定
︒
表
の
６

か
所
で
︑
試
行
設
置
を
実
施

す
る
︒

　

高
速
道
路
３
社
で
は
︑
今

後
正
面
衝
突
事
故
防
止
対
策

と
し
て
の
有
効
性
︑
適
用
性

の
検
証
を
行
い
︑
引
き
続
き

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
︒

�

11
月
に
「
危
険
物
運
搬
車

両
に
対
す
る
指
導
取
締

り
」
実
施

事
故
の
未
然
防
止
を

呼
び
か
け

　

高
圧
ガ
ス
地
域
防
災
協
議

会
連
合
会
は
10
月
13
日
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑

危
険
物
運
搬
車
両
に
対
す
る

指
導
取
締
り
の
実
施
に
関
す

る
要
請
を
行
っ
た
︒

　

ひ
と
た
び
危
険
物
運
搬
車

両
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
れ

ば
︑
国
民
の
生
命
︑
身
体
お

よ
び
財
産
に
重
大
な
危
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
ほ

か
︑
交
通
遮
断
に
よ
る
経
済

活
動
の
停
滞
等
︑
社
会
生
活

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
る
︒
そ
こ
で
︑
警
察

庁
で
は
︑
危
険
物
運
搬
車
両

に
よ
る
事
故
の
未
然
防
止
と

危
険
物
取
扱
者
の
遵
法
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
︑
11
月

１
日
㈪
~
30
日
㈫
ま
で
の
１

か
月
間
に
わ
た
り
︑
危
険
物

運
搬
車
両
に
対
す
る
指
導
取

締
り
を
実
施
す
る
︒

　

重
点
対
象
は
︑
消
防
危
険

物
︑
高
圧
ガ
ス
︑
毒
劇
物
︑

火
薬
類
お
よ
び
届
出
対
象
病

原
体
等
を
運
搬
し
て
い
る
車

両
︒
同
期
間
に
わ
た
っ
て
︑

①
危
険
物
運
搬
上
の
保
安
基

準
違
反
に
対
す
る
指
導
取
締

り
︑
②
車
両
の
安
全
運
行
に

関
す
る
道
路
交
通
法
等
違
反

に
対
す
る
指
導
取
締
り
︑
③

車
両
通
行
道
路
の
制
限
違
反

に
対
す
る
指
導
取
締
り
︑
④

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
携
帯
の
指

導
︱
︱
を
重
点
に
指
導
取
締

り
を
行
う
︒

　

同
連
合
会
で
は
︑
法
令
違

反
車
両
が
通
行
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
︑
全
ト
協
会
員
事

業
者
に
対
し
て
呼
び
か
け
て

い
る
︒

表　区画柵試行設置箇所

※　構造物延長であり、実際に設置する延長とは異なる。（IC＝インターチェンジ、JCT＝ジャンクション）

設置箇所
カド川橋
落部川橋

栃洞トンネル
福士川第三橋
奥堤橋

今仁トンネル

設置区間

森 IC～落部 IC

美濃加茂 IC～富加関 IC
新清水 JCT～富沢 IC
宇部 JCT～宇部 IC
中津 IC～宇佐 IC

道路名

E5　道央自動車道

C3　東海環状自動車道
E52 中部横断自動車道

E2　山陽自動車道宇部下関線
E10　東九州自動車道

区画柵
センターパイプ
センターブロック
センターブロック
センターパイプ
センターブロック
センターパイプ

延長※
195m
240m
188m
55m
97m
174m

設置予定時期
10月中旬～ 11月上旬
10月中旬～ 11月上旬
11月上旬～ 11月中旬
11月中旬～ 11月下旬

11月上旬
11月上旬～ 11月中旬

令和３年度「『ホワイト物流』推進運動セミナー」
10 月よりオンラインセミナーにて開催（全 6回）

　国土交通省では、「ホワイト物流」推進運動のさらなる推進の
ため、10 月から来年３月にかけて「『ホワイト物流』推進運動セ
ミナー」を開催します。
　同セミナーでは、同運動に取り組んでいる事業者が、各種取組
事例について紹介します。

■開催日程・セミナープログラム
・第２回：11月10日㈬　13:00～ 15:55
・「ホワイト物流」推進運動の紹介（動画）
・最近の物流政策について（仮）�（講師：国土交通省自動車局貨物課）
・�物流効率化への取組み～荷主だからできること、取り組んで欲し
いこと～（講師：㈱富士通総研）
・検品レスの拡大による物流効率化の推進（講師：加藤産業㈱）
・自動化・省人化への取組みと“はこぶ”プラットフォームの創造

（講師：トランコム㈱）
※�下線の内容は、全講演共通。
　なお、第３回以降については順次本紙にて内容をお知らせします。

■参加申し込み
　セミナーは事前申込制で参加無料です。申し込
みは、「『ホワイト物流』推進運動セミナー参加申
し込みフォーム」（二次元コード）からオンライ
ンで行うことができます。

国交省

第６回施設事業委員会（10月14日、全ト協）

テールゲートリフターを使う時は、次のチェックリストで、基本の作業方法を点検しましょ
う。あなたや周りの人たち、そしてあなたの運ぶ大切な荷物を守るため、すべての項目に
チェックがついた状態になってから、作業を始めましょう。

（R3. 9）

作業前点検リスト
確認日

年 月 日
確認担当者名

■ 昇降板では荷を後退りで運搬しないこと
引っ張ると後ろは見えません。この方法で荷台高さからの転落が頻発しています

■ キャスター付きの荷を使う時は、必ずストッパーを使用すること
作業者が支えても事故につながることがあります

■ 原則として、傾いた場所では使用しないこと
ロールボックスパレットが思わぬ方向に動くことがあります。水平な場所で使用してください

■ 昇降板の位置を目視で確認してから運搬すること
荷台高さにあると思い込んで、転落する可能性があります

■ 作業にふさわしい装備をすること
手足の保護だけでなく、しっかりと操作できる装備が不可欠です

都道府県労働局
労働基準監督署

作業者に身につけてほしい望ましい装備例

ロールボックスパレットのチェックリストは裏面へ▶

テールゲートリフター

使う前の５つの基本チェックリスト

パンフレット「テールゲートリフターを安全に利用する
ために ２ステップで学ぶ６基本＆11場面別ルール」も
ご確認ください。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

ロールボックスパレットを使う時は、次のチェックリストで、基本の作業方法を点検しま
しょう。あなたや周りの人たち、そしてあなたの運ぶ大切な荷物を守るため、すべての項目
にチェックがついた状態になってから、作業を始めましょう。

（R3. 9）

ロールボックスパレット

使う前の５つの基本チェックリスト

作業前点検リスト
確認日

年 月 日
確認担当者名

■ 倒れそうになったら無理に支えず逃げること
人が支えられる重さではありません。とにかく身を守ることが優先です

■ 停止時は必ずキャスターストッパーを使用すること
わずかな傾き、風でもパレットが勝手に走り出すことがあります

■ 原則として、傾いた場所では使用しないこと
わずかな傾きでもパレットが思わぬ方向に動き、転倒するおそれがあります

■ 両手で持って運搬すること
片手で引っ張ると、止める時にパレットをコントロールできず止められないことがあります

■ 作業にふさわしい装備をすること
手足の保護だけでなく、しっかりと操作できる装備が不可欠です

都道府県労働局
労働基準監督署

パンフレット「ロールボックスパレット使用時の労働
災害防止マニュアル安全に作業するための８つのルール」
もご確認ください。

作業者に身につけてほしい望ましい装備例

テールゲートリフターのチェックリストは裏面へ▶

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

表
彰
式
は
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施

第
53
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
者
に
時
間
外
労
働
を

行
わ
せ
る
た
め
の
36
協
定
（
時
間
外

・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
）
の
労

働
者
側
当
事
者
は
︑
当
該
事
業
場
に

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
さ
れ
る
労

働
組
合
が
あ
る
場
合
は
そ
の
労
働
組

　

36
協
定
の
労
働
者
代
表
の
選
出

方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

弊
社
で
は
長
年
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員

の
一
人
に
過
半
数
代
表
者
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、
そ

の
よ
う
な
選
出
方
法
は
問
題
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
ど
の

よ
う
に
改
め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

 第235回 

過半数代表者、ベテ
ランにお願いしてき

たが
合
（
過
半
数
労
働
組
合
）︑
な
い
場

合
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る

者
（
過
半
数
代
表
者
）
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
（
労
働
基
準
法
第
36

条
第
１
項
）︒

　

こ
の
う
ち
︑
過
半
数
代
表
者
の
選

出
方
法
に
つ
い
て
は
︑
も
と
も
と
労

基
法
施
行
規
則
第
６
条
の
２
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
︑
36
協
定
を
締
結
す

る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
実
施
さ
れ
る
投
票
︑
挙
手
等
の

方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ

た
者
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
実
態
と
し
て
過
半
数

代
表
者
を
使
用
者
側
が
指
名
す
る
な

ど
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
が
多
か
っ

た
た
め
︑
先
の
働
き
方
改
革
関
連
法

に
よ
る
労
基
則
の
改
正
で
︑
新
た
に

過
半
数
代
表
者
の
要
件
と
し
て
︑﹁
使

用
者
の
意
向
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た

も
の
で
な
い
こ
と
﹂
が
追
加
・
明
記

さ
れ
ま
し
た
（
労
基
則
第
６
条
の
２

第
１
項
第
２
号
）︒

　

こ
れ
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
︑
御

社
の
場
合
︑
選
出
方
法
は
﹁
お
願
い
﹂

と
は
い
え
︑
ま
さ
に
﹁
使
用
者
の
意

向
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
も
の
﹂
そ

の
も
の
で
あ
り
︑
即
刻
改
め
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
︒
具
体
的
に
は
︑
様

式
第
９
号
（
一
般
の
36
協
定
届
）
や

様
式
第
９
号
の
２
（
限
度
時
間
を
超

え
る
場
合
の
特
別
条
項
付
き
36
協
定

届
）
等
の
36
協
定
の
届
け
出
様
式
が

今
年
の
４
月
１
日
か
ら
改
め
ら
れ
︑

上
記
の
要
件
を
確
認
す
る
た
め
の
チ

ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
新
た
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
︑
そ
の
内
容
に
沿
っ

た
形
で
過
半
数
代
表
者
の
選
任
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
︑﹁
協
定
の

当
事
者
で
あ
る
労
働
組
合
が
事
業
場

の
全
て
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
で
あ
る
又
は
協
定
の

当
事
者
で
あ
る
労
働
者
の
過
半
数
を

代
表
す
る
者
が
事
業
場
の
全
て
の
労

働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
で
あ

る
こ
と
﹂
と
﹁
労
働
者
の
過
半
数
を

代
表
す
る
者
が
︑
労
働
基
準
法
第
41

条
第
２
号
に
規
定
す
る
監
督
又
は
管

理
の
地
位
に
あ
る
者
で
な
く
︑
か
つ
︑

同
法
に
規
定
す
る
協
定
等
を
す
る
者

を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

実
施
さ
れ
る
投
票
︑
挙
手
等
の
方
法

に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者

で
あ
っ
て
使
用
者
の
意
向
に
基
づ
き

選
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
﹂
の

二
つ
が
あ
り
︑
い
ず
れ
も
遵
守
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要

で
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
こ
の
二
つ
を
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
協
定
は
も
ち
ろ
ん
有
効

な
も
の
と
は
さ
れ
ま
せ
ん
し
︑
仮
に

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
︑

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ

て
い
な
い
と
︑
届
け
出
の
形
式
上
の

要
件
に
適
合
し
な
い
も
の
と
し
て
扱

わ
れ
る
た
め
︑
要
注
意
で
す
︒

Ａ�

使
用
者
の
意
向
に
よ
ら
な

い
挙
手
、
投
票
で
選
出
を

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
﹂

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
て
き
た
︒
一
般
的
に
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
沿
っ
て
川
上
か
ら

川
下
ま
で
を
包
括
す
る
物
流
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
︑
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
的
な

一
貫
物
流
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
も

の
だ
︒

　

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の

多
く
は
デ
ジ
タ
ル
系
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
で
︑
フ
ァ
ン
ド
な
ど

か
ら
資
金
を
調
達
し
︑
ま
た
︑
物

流
リ
ー
ト
な
ど
大
型
物
流
施
設
の

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
も
提
携
し
て
い

る
︒
人
材
も
Ｉ
Ｔ
系
の
若
い
人
が

多
く
︑
従
来
の
物
流
業
界
的
な
感

覚
と
は
か
な
り
異
な
る
︒
だ
が
︑

物
流
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
︑
以

前
に
Ｉ
Ｔ
系
か
ら
物
流
に
参
入
し

よ
う
と
し
た
企
業
と
は
違
う
︒
そ

れ
ら
の
若
い
人
た
ち
と

接
し
て
い
る
と
異
次
元

の
観
が
あ
る
が
︑
斬
新

な
発
想
な
ど
多
く
の
示

唆
が
得
ら
れ
る
︒

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
を
包
括
す
る
物
流

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

構
築
さ
れ
る
と
︑
例
え

ば
求
車
・
求
荷
マ
ッ
チ

ン
グ
や
動
態
管
理
︑
あ
る
い
は

予
約
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
機
能

は
︑
そ
れ
自
体
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

化
が
難
し
く
な
る
︒
物
流
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
成
す
る
機

能
の
一
部
と
し
て
ビ
ル
ト
イ
ン

さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
︒
ま
た
︑

運
送
や
倉
庫
︑

３
Ｐ
Ｌ
と
称
し

て
い
る
事
業
者

も
︑
物
流
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
成
す
る
様
々

な
業
務
の
一
部

分
を
受
託
す
る

形
に
な
る
︒
運

送
や
倉
庫
︑
３

Ｐ
Ｌ
と
い
っ
た

業
態
の
違
い
は
︑

受
託
す
る
業
務

の
範
囲
の
違
い

に
過
ぎ
な
い
︒

　

こ
の
新
興
勢

力
で
あ
る
物
流

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
に
物
流
事
業
者
が
伍ご

し
て

い
く
に
は
︑
自
ら
が
物
流
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
転
身
す
る

し
か
な
い
︒
そ
う
し
な
け
れ
ば

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
か

ら
業
務
の
一
部
を
受
託
し
て
遂

行
す
る
事
業
者
の
１
社
に
な
っ

て
し
ま
う
︒
そ
の
よ
う
な
認
識
か

ら
︑
現
在
の
事
業
会
社
か
ら
物
流

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の
転
身
を

目
指
す
事
業
者
も
出
て
き
た
︒

　

だ
が
︑
必
ず
し
も
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
規
模

で
は
な
く
︑
自
社
の
体
力
や
事
業

ド
メ
イ
ン
︑
得
意
分
野
や
地
域
を

限
定
し
た
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
も
よ
い
︒
こ
れ
な
ら
中
小
事

業
者
に
も
で
き
る
︒
実
際
︑
ニ
ッ

チ
な
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と

い
う
経
営
戦
略
を
打
ち
出
す
中
小

事
業
者
も
現
れ
て
き
た
︒
あ
る
中

小
事
業
者
は
︑
自
社
の
経
営
資
源

が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
︑
取

り
扱
い
荷
物
も
特
化
し
て
物
流
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
目
指

す
︒
複
数
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
自
家
用
車
両
で
配
送
し
て

い
た
荷
物
を
共
同
配
送
に
し
︑
さ

ら
に
納
品
先
が
排
出
す
る
廃
棄
物

を
収
集
す
る
と
い
う
︑
循
環
型
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
︒

　

同
社
は
︑
共
配
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
や
循
環
型
物
流
に
よ
る

資
源
の
有
効
利
用
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の

取
り
組
み
を
７
月
か
ら
着
手
し

た
︒
中
小
事
業
者
で
も
自
社
に
見

合
っ
た
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

へ
の
転
身
は
可
能
だ
︒

第
287
回

ミニ物流プラットフォームの構築

　

10
月
４
日
に
岸
田
内
閣
が

発
足
し
︑
国
土
交
通
大
臣
に

は
斉
藤
鉄
夫
氏
（
公
明
党
・

衆
議
院
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
）
が

就
任
し
た
（
関
連
１
面
）︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
関
係
の
深
い
省
庁
の
大

臣
で
は
︑
厚
生
労
働
大
臣
に

後
藤
茂
之
氏
（
自
由
民
主
党

・
衆
議
院
長
野
４
区
）︑
経

済
産
業
大
臣
に
萩
生
田
光
一

氏
（
同
・
衆
議
院
東
京
24

区
）︑環
境
大
臣
に
山
口
壯
氏

（
同
・
衆
議
院
兵
庫
12
区
）︑

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に

二
之
湯
智
氏
（
同
・
参
議
院

京
都
選
挙
区
）が
就
任
し
た
︒

︹
国
土
交
通
大
臣
・
略
歴
︺

▽�
斉
藤
鉄
夫
（
さ
い
と
う
・
て

つ
お
）
氏

　

昭
和
27
年
生
ま
れ
︑
島
根

県
出
身
︒
東
京
工
業
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科
応
用
物

理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
︒

清
水
建
設
勤
務
を
経
て
︑
平

成
５
年
︑
旧
広
島
１
区
か
ら

衆
議
院
議
員
初
当
選
︒
環
境

大
臣
な
ど
を
歴
任
︒
公
明
党

副
代
表
︒
69
歳
︒

国
土
交
通
副
大
臣
に

渡
辺
氏
と
中
山
氏

　

岸
田
内
閣
副
大
臣
名
簿
・

大
臣
政
務
官
名
簿
が
10
月
６

日
に
発
表
さ
れ
た
︒

　

国
土
交
通
副
大
臣
に
は
︑

渡
辺
猛
之
氏
（
同
・
参
議
院

岐
阜
選
挙
区
）
と
中
山
展
宏

氏
（
同
・
衆
議
院
南
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
）
が
就
任
し
た
︒

　
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に
は

加
藤
、
泉
田
、
木
村
の
３
氏

　

ま
た
︑
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
に
は
︑加
藤
鮎
子
氏（
同

・
衆
議
院
山
形
３
区
）︑
泉

田
裕
彦
氏
（
同
・
衆
議
院
新

潟
５
区
）︑木
村
次
郎
氏
（
同

・
衆
議
院
青
森
３
区
）
が
就

任
し
た
︒

︹
国
土
交
通
副
大
臣
略
歴
︺

▽�

渡
辺
猛
之
（
わ
た
な
べ
・
た

け
ゆ
き
）
氏

　

昭
和
43
年
生
ま
れ
︑
岐
阜

県
出
身
︒
名
古
屋
大
学
経
済

学
部
卒
業
︒
平
成
22
年
︑
参

議
院
議
員
初
当
選
︒
参
議
院

筆
頭
副
幹
事
長
な
ど
を
歴

任
︒
53
歳
︒

▽�

中
山
展
宏
（
な
か
や
ま
・

の
り
ひ
ろ
）
氏

　

昭
和
43
年
生
ま
れ
︑
兵
庫

県
出
身
︒
青
山
学
院
大
学
理

工
学
部
経
営
工
学
科
卒
業
︒

平
成
24
年
︑
衆
議
院
議
員
初

当
選
︒
外
務
大
臣
政
務
官
な

ど
を
歴
任
︒
53
歳
︒

︹
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

略
歴
︺

▽�

加
藤
鮎
子
（
か
と
う
・
あ

ゆ
こ
）
氏

　

昭
和
54
年
生
ま
れ
︑
山
形

県
出
身
︒
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

院
修
了
︒
平
成
26
年
︑
衆
議

院
議
員
初
当
選
︒
環
境
大
臣

政
務
官
な
ど
を
歴
任
︒42
歳
︒

▽�

泉
田
裕
彦
（
い
ず
み
だ
・
ひ

ろ
ひ
こ
）
氏

　

昭
和
37
年
生
ま
れ
︑
新
潟

県
出
身
︒
京
都
大
学
法
学
部

卒
業
︒
新
潟
県
知
事
を
３
期

務
め
た
後
︑
平
成
29
年
︑
衆

議
院
議
員
初
当
選
︒
59
歳
︒

▽�

木
村
次
郎
（
き
む
ら
・
じ

ろ
う
）
氏

　

昭
和
42
年
生
ま
れ
︑
青
森

県
出
身
︒
中
央
大
学
法
学
部

法
律
学
科
卒
業
︒平
成
29
年
︑

衆
議
院
議
員
初
当
選
︒
衆
議

院
議
院
運
営
委
員
会
委
員
な

ど
を
歴
任
︒
53
歳
︒

�

「
自
動
車
事
故
対
策
費
補

助
金
」
２
次
募
集
を
開
始

受
付
期
間
は
11
月
30
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
３
年
度
﹁
自
動
車
事
故

対
策
費
補
助
金
﹂
２
次
募
集

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
︑
運
行
管

理
の
高
度
化
に
資
す
る
機
器

の
導
入
等
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る

も
の
︒
実
施
す
る
補
助
事
業

は
別
掲
の
通
り
と
な
っ
て
い

る
︒

　

申
請
受
付
場
所
は
︑
最
寄

り
の
地
方
運
輸
局
︑
地
方
運

輸
支
局
等
と
な
っ
て
い
る
︒

受
付
期
間
は
︑
い
ず
れ
も
11

月
30
日
㈫
ま
で
︒

　

な
お
︑
申
請
受
付
期
間
中

に
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
︑
申
請
受
付
期

間
で
あ
っ
て
も
申
請
受
付
は

終
了
と
な
る
︒

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
等
を
展
開

11
月
は
「
過
労
死
等
防
止

啓
発
月
間
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月

を
﹁
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
﹂（
写
真
）
と
定
め
︑
過

「
し
わ
寄
せ
」

防
止
へ
取
り
組
み

強
化
呼
び
か
け

11
月
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

　

厚
生
労
働
省
・
中
小
企
業

庁
・
公
正
取
引
委
員
会
で

は
︑
他
の
事
業
主
と
の
取
引

11
月
は
「
下
請
取

引
適
正
化
推
進
月

間
」

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
等
開
催

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
で
は
︑
下
請
取
引
の

一
層
の
適
正
化
を
推
進
す
る

労
死
等
を
な
く
す
た
め
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
︒

　

同
月
間
は
︑﹁
過
労
死
等

防
止
対
策
推
進
法
﹂
に
基
づ

く
も
の
で
︑
過
労
死
等
を
防

止
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
国
民
の
自
覚
を
促
し
︑

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

　

月
間
中
は
︑
各
都
道
府
県

に
お
い
て
﹁
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

を
行
う
に
あ
た
り
︑
次
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
︑

社
内
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

①
週
末
発
注
・
週
初
納

入
︑
終
業
後
発
注
・
翌
朝
納

入
等
の
短
納
期
発
注
を
抑
制

し
︑
納
期
の
適
正
化
を
図
る

こ
と

　

②
発
注
内
容
の
頻
繁
な
変

更
を
抑
制
す
る
こ
と

　

③
発
注
の
平
準
化
︑
発
注

内
容
の
明
確
化
そ
の
他
の
発

注
方
法
の
改
善
を
図
る
こ
と

た
め
︑
毎
年
11
月
を
﹁
下
請

取
引
適
正
化
推
進
月
間
﹂
と

し
︑
講
習
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
非
対
面
方
式
）
の
開

催
な
ど
︑
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
（
下
請
法
）
の

普
及
・
啓
発
に
係
る
取
り
組

み
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
︒

を
開
催
す
る
ほ
か
︑﹁
過
重

労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

と
し
て
長
時
間
労
働
の
削
減

や
賃
金
不
払
残
業
の
解
消
な

ど
に
向
け
た
重
点
的
な
監
督

指
導
や
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
︑

ま
た
11
月
６
日
㈯
に
は
︑
過

重
労
働
等
に
関
す
る
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
る
﹁
過
重

労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
﹂

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
・
７
９
４
・
７
１
３
︑
９
時

~
17
時
ま
で
）を
開
設
す
る
︒

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
は
︑

厚
労
省
が
実
施
す
る
﹁
過
重

労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂︑

中
企
庁
・
公
取
委
が
実
施
す

る
﹁
下
請
取
引
適
正
化
推
進

月
間
﹂（
別
掲
）
と
い
っ
た
各

種
取
り
組
み
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
︑
し
わ
寄
せ
防
止
に

向
け
た
周
知
・
啓
発
活
動
を

展
開
す
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑厚
労
省

﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防
止
特
設

サ
イ
ト
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

　

令
和
３
年
度
の
同
月
間
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
は
︑﹁
ト
ラ

ブ
ル
の　

未
然
防
止
に　

発

注
書
面
﹂︒
講
習
会
の
申
し

込
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑

公
取
委
お
よ
び
経
済
産
業
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

２
０
４
０
年
の
物
流

の
あ
り
方
を
探
る

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
実
現
会
議
」
を
開
催

　

経
済
産
業
省
と
国
土
交
通

省
は
10
月
６
日
︑第
１
回
﹁
フ

ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

実
現
会
議
﹂
を
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
し
た
︒

　

電
子
商
取
引
の
増
加
や
︑

人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力
不

足
の
深
刻
化
等
に
よ
り
︑
物

流
に
お
け
る
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
︑
物
流
機
能
の
維
持

が
困
難
と
な
り
︑
物
流
が
企

業
や
経
済
全
体
の
成
長
制
約

と
な
る
恐
れ
が
出
て
い
る
︒

こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る

た
め
に
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
の
考
え
方
を
物
流
に
適

用
し
︑
物
流
効
率
化
を
図
ろ

う
と
す
る
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹂
へ
の
取
り

組
み
が
︑
諸
外
国
で
進
ん
で

い
る
︒

　

同
会
議
で
は
︑
２
０
４
０

年
を
目
標
と
し
た
物
流
の
あ

る
べ
き
将
来
像
と
し
て
︑
我

が
国
に
お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実
現
に

向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策

定
し
て
い
く
︒

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
の

会
議
で
は
︑
経
産
省
と
国
交

省
の
担
当
者
が
︑
フ
ィ
ジ
カ

ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
考
え

方
や﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱
﹂

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
︒
そ

の
後
︑
出
席
委
員
が
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
に
向
け
て
議
論

を
進
め
た
︒

　

経
産
省
と
国
交
省
で
は
︑

同
会
議
を
今
後
５
回
程
度
開

催
し
︑
年
度
内
に
取
り
ま
と

め
を
行
う
方
針
︒

�

遠
隔
点
呼
・
自
動
点
呼
の

実
証
実
験
進
捗
状
況
に
つ

い
て
説
明

第
２
回
「
運
行
管
理
高
度
化

検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
９
月
28

日
︑令
和
３
年
度
第
２
回
﹁
運

行
管
理
高
度
化
検
討
会
﹂（
座

長
・
寺
田
一
薫
東
京
海
洋
大

学
大
学
院
流
通
情
報
工
学
部

門
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
今
年
３
月

に
同
検
討
会
を
新
た
に
立
ち

上
げ
︑
遠
隔
点
呼
（
Ｉ
Ｔ
点

呼
）
の
対
象
拡
大
に
向
け
た

機
器
の
性
能
要
件
や
︑
自
動

点
呼
の
導
入
に
向
け
た
点
呼

支
援
機
器
の
認
定
制
度
等
︑

運
行
管
理
の
高
度
化
に
向
け

た
制
度
に
関
す
る
検
討
を
進

め
て
い
る
︒

　

遠
隔
点
呼
の
対
象
拡
大
に

つ
い
て
は
︑
点
呼
に
必
要
な

運
転
者
の
情
報
の
提
供
が
可

能
な
高
度
な
点
呼
機
器
を
使

用
す
る
こ
と
を
条
件
に
︑
他

営
業
所
の
運
転
者
に
対
す
る

遠
隔
点
呼
を
認
め
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
︒
今

回
の
会
議
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
２
社
を
含
む
７

社
で
実
施
し
て
い
る
実
証
実

験
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説

明
︒
そ
の
上
で
︑
制
度
化
に

向
け
た
機
器
要
件
等
の
取
り

ま
と
め
方
針
と
し
て
︑
点
呼

の
確
実
性
を
担
保
す
る
た

め
︑
遠
隔
点
呼
に
使
用
す
る

機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
満
た
す

べ
き
要
件
︑
施
設
・
環
境
要

件
お
よ
び
運
営
上
の
遵
守
事

項
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
︑

実
際
の
運
用
状
況
を
み
な
が

ら
内
容
の
更
新
を
検
討
し
て

い
く
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
自
動
点
呼
に
つ
い

て
は
︑
点
呼
支
援
機
器
が
点

呼
に
お
け
る
確
認
︑
指
示
項

目
の
一
部
ま
た
は
全
て
を
代

替
で
き
る
よ
う
︑
機
器
の
要

件
の
検
討
を
進
め
て
い
る
︒

今
回
の
会
議
で
は
︑
終
業
点

呼
に
限
定
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
10
社
を
含
む
19
社

で
実
施
し
て
い
る
自
動
点
呼

の
実
証
実
験（
１
次
期
間︹
運

行
管
理
者
の
立
ち
会
い
あ

り
︺）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
︒
引
き
続
き
︑
10
月
~

11
月
に
か
け
て
︑
実
証
実
験

（
２
次
期
間
︹
運
行
管
理
者

の
立
ち
会
い
な
し
︺）
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
︒

�

申
請
の
際
に
住
民
票
な
ど

確
認
書
類
の
準
備
を

運
行
管
理
者
資
格
者
証
に
係
る

旧
姓
使
用
の
取
扱
い

　

国
土
交
通
省
は
９
月
29

日
︑
自
動
車
局
安
全
政
策
課

長
名
で
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
て
︑
事
務
連
絡

﹁
運
行
管
理
者
資
格
者
証
に

係
る
旧
姓
使
用
の
取
扱
い
に

つ
い
て
﹂
を
発
出
し
た
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
（
以
下
︑
安
全

規
則
）
第
25
条
（
資
格
者
証

の
様
式
及
び
交
付
）︑第
26
条

（
資
格
者
証
の
訂
正
）
も
し

く
は
第
27
条
（
資
格
者
証
の

再
交
付
）
に
よ
る
申
請
の
際

に
旧
姓
の
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
︑
安
全
規
則
第
２
号

様
式
も
し
く
は
第
３
号
様
式

に
旧
姓
が
用
い
ら
れ
た
氏
名

を
記
載
し
︑
住
民
票
や
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
写
し
な
ど
に

よ
り
確
認
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
︑
申
請
様
式
に
記

載
さ
れ
た
氏
名
と
同
一
の
氏

名
が
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ

る
︒

　

な
お
︑
資
格
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
氏
名
が
旧
姓
の

人
が
︑
引
き
続
き
旧
姓
の
み

を
使
用
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
場
合
︑
安
全
規
則
第
26
条

に
基
づ
く
資
格
者
証
の
訂
正

は
不
要
と
な
る
︒

公 取 委

経 産 省

公 取 委

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

しわ寄せ防止
特設サイト

大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！
適正なコスト負担を伴わない短納期発注や
急な仕様変更などはやめましょう！

11月は「しわ寄せ」防止
キャンペーン月間です。
大企業・親事業者による長時間労働の削減等の取組が、
下請等中小事業者に対する適正なコスト負担を伴わない短納期発注、
急な仕様変更などの「しわ寄せ」を生じさせている場合があります。

そ
の
発
注…

。

ど
こ
か
の
職
場
で

「
し
わ
寄
せ
」を

生
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

�

運
送
事
業
者
な
ど
に
よ
る

「
連
携
事
業
継
続
力
強
化

計
画
」
へ
の
取
り
組
み
を

紹
介

中
小
企
業
「
強
靭
化
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
で
は

10
月
27
日
㈬
に
︑﹁
令
和
３

年
度　

中
小
企
業﹃
強
靭
化
﹄

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
を
オ
ン
ラ

イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信
に
て
開
催

す
る
︒

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
予

測
不
能
な
大
災
害
や
感
染
症

等
が
発
生
し
た
場
合
に
︑
中

小
企
業
が
経
営
を
強
靭
化
す

る
こ
と
で
事
業
継
続
に
繋
げ

て
い
く
﹁
事
業
継
続
力
強
化

計
画
認
定
制
度
﹂（
９
月
15

日
号
に
既
報
）
の
重
要
性
等

を
啓
発
普
及
す
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
︒

　

今
回
は
︑
連
携
事
業
継
続

力
強
化
計
画
を
策
定
し
︑
運

送
事
業
者
な
ど
複
数
の
事
業

者
で
連
携
を
図
り
︑
事
業
活

動
を
継
続
す
る
能
力
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
４
人
の
経
営

者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
︒

　

開
催
日
時
は
10
月
27
日
㈬

13
時
30
分
~
15
時
30
分
︒
参

加
費
用
は
無
料
だ
が
︑
事
前

登
録
が
必
要
︒
詳
細
は
︑
中

小
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

令和 3年度事故防止対策支援推進事業に
おいて実施する補助事業

⑴運行管理の高度化に対する支援
　・�補助対象機器：デジタル式運行記録計および映像記録型ドライブレコーダ

ーであって、国土交通大臣が選定したもの
　・補助率：取得に対する経費の 3分の 1
　・補助限度額（機器 1台当たり）
　○デジタル式運行記録計
　　車載器：3万円　事務所機器：10万円
　○映像記録型ドライブレコーダー
　　車載器：2万円　カメラ：5千円　事務所機器：3万円
　・1事業者当たりの上限額：80万円
⑵過労運転防止のための先進的な取組に対する支援
　・補助対象機器：下記の機器であって、国土交通大臣が選定したもの
　○ IT を活用した遠隔地における点呼機器
　○運行中における運転者の疲労状態を測定する機器
　○休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
　○運行中の運行管理機器
　・補助率：取得に対する経費の 2分の 1
　・補助限度額：一部の機器に 1台当たりの上限あり
（詳細は国交省ホームページを参照のこと）
　・1事業者当たりの上限額：80万円
⑶社内安全教育の実施に対する支援
　・�補助対象コンサルティング：国交大臣が認定したコンサルティングメニュ

ー
　・補助率：コンサルティング利用に対する経費の 3分の 1
　・1事業者当たりの上限額：100万円

※�運行管理の高度化および過労運転防止のための先進的な取組に対する支援
の補助対象は、令和 3年 4月 1日以降に導入したものが対象となる。

国
土
交
通
大
臣
に
斉
藤
鉄
夫
氏

10
月
４
日
に
岸
田
内
閣
が
発
足

斉藤　鉄夫
国土交通大臣

中山　展宏
副大臣

渡辺　猛之
副大臣

泉田　裕彦
大臣政務官

加藤　鮎子
大臣政務官

木村　次郎
大臣政務官
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令
和
２
年
度
の
︑
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
の
発
生
状

況（
表
１
、表
２
）を
み
る
と
︑

総
件
数
は
過
去
最
多
の
１
３

１
件
︒
車
輪
脱
落
事
故
は
冬

期
に
多
く
発
生
し
て
お
り
︑

特
に
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換

作
業
が
集
中
す
る
11
月
~
12

月
に
タ
イ
ヤ
交
換
を
実
施
し

た
車
両
の
事
故
が
多
い
こ
と

が
分
か
る
︒
同
時
期
に
車
輪

脱
落
事
故
が
多
く
発
生
す
る

こ
と
か
ら
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ

交
換
作
業
・
タ
イ
ヤ
点
検
の

実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
車
輪
脱
落
箇
所
は

全
体
の
約
９
割
が
左
後
輪
で

あ
る
た
め
（
表
３
）︑
特
に
脱

落
の
多
い
左
後
輪
に
つ
い
て

は
︑
日
常
か
ら
重
点
的
に
点

検
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

は
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
・
点
検
を
行
う
こ
と
で
︑

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
こ
で
は
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
・
点
検
に
お
け
る
注
意
点

を
紹
介
す
る
︒

①
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た

め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

運
送
事
業
者
は
︑﹁
車
輪

脱
落
事
故
防
止
の
た
め
の
４

つ
の
ポ
イ
ン
ト
﹂（
図
）
に
つ

い
て
︑社
内
の
整
備
管
理
者
︑

運
転
者
お
よ
び
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
者
に
確
実
に
実
施
さ
せ

る
こ
と
︒
特
に
︑
脱
落
の
多

い
左
後
輪
に
つ
い
て
は
重
点

的
に
点
検
す
る
こ
と
︒

②
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
時
に
著

し
く
錆
び
た
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル

ト
等
は
交
換
す
る

　

著
し
く
錆
び
た
ホ
イ
ー
ル

・
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ
ト
︑
デ
ィ

ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
で
は
︑
適

正
な
締
め
付
け
力
が
得
ら
れ

な
い
た
め
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
時
に
点
検
・
清
掃
を
行
っ

て
も
錆
が
著
し
い
デ
ィ
ス
ク

・
ホ
イ
ー
ル
︑
ス
ム
ー
ズ
に

回
ら
な
い
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ
ト

は
使
用
せ
ず
︑
交
換
す
る
こ

と
︒
特
に
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ボ

ル
ト
︑
ナ
ッ
ト
が
新
品
の
状

態
か
ら
４
年
以
上
経
過
し
て

い
る
車
両
は
︑
重
点
的
に
確

認
す
る
こ
と
︒

③
タ
イ
ヤ
交
換
後
は
適
切
な

施
方
法
を
作
業
者（
運
転
者
）

に
指
導
す
る
と
と
も
に
︑
車

載
工
具
で
増
し
締
め
を
行
っ

た
場
合
は
︑
必
ず
帰
庫
時
に

ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使
用
し
て

既
定
の
ト
ル
ク
で
締
め
付
け

る
こ
と
︒

④
運
行
前
点
検
の
際
に
は
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
確
認
を

　

１
日
１
回
︑
運
行
の
前
に

実
施
す
る
点
検
の
際
に
は
︑

﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
脱

落
お
よ
び
緩
み
﹂︑﹁
ホ
イ
ー

ル
・
ボ
ル
ト
の
折
損
等
の
異

常
﹂︑﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト

増
し
締
め
の
実
施
を

　

タ
イ
ヤ
交
換
後
50
~
１
０

０
㌔
㍍
走
行
後
を
目
安
に
︑

増
し
締
め
を
実
施
す
る
︒

　

増
し
締
め
は
︑
適
正
な
ト

ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
て
︑
規

定
の
ト
ル
ク
で
確
実
に
締
め

付
け
る
こ
と
︒
ま
た
︑
整
備

管
理
者
は
タ
イ
ヤ
交
換
後
の

増
し
締
め
の
実
施
結
果
を
記

録
し
︑
増
し
締
め
が
確
実
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
︒

　

増
し
締
め
を
や
む
を
得
ず

車
載
工
具
で
行
う
場
合
の
実

付
近
の
錆さ

び
じ
る汁
痕
跡
﹂
お
よ
び

﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
か
ら

突
出
し
て
い
る
ホ
イ
ー
ル
・

ボ
ル
ト
の
不
揃
い
﹂
の
確
認

を
確
実
に
行
う
こ
と
︒

　

な
お
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
緩
み
の
点
検
に
つ
い
て

は
︑
点
検
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る

確
認
手
法
の
ほ
か
︑
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ

を
施
す
︑
ま
た
は
市
販
化
さ

れ
て
い
る
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ

ー
カ
ー
を
活
用
し
た
マ
ー
キ

ン
グ
の
ず
れ
の
確
認
手
法（
同

封
チ
ラ
シ
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

車
輪
脱
落
事
故
が
激
増
中

！
」
を
参
照
）
に
よ
り
︑
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の

点
検
を
確
実
に
実
施
す
る
こ

と
︒

　
国
土
交
通
省
は
︑
大
型
車
の
冬
用
タ
イ

ヤ
へ
の
交
換
時
期
に
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
脱
落
等
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
が
急
増

す
る
傾
向
を
踏
ま
え
︑
大
型
車
の
冬
用
タ

イ
ヤ
交
換
時
期
に
向
け
た
車
輪
脱
落
事
故

防
止
対
策
と
し
て
︑﹁
令
和
３
年
度
緊
急

対
策
﹂
を
策
定
︒
こ
の
緊
急
対
策
の
確
実

な
実
施
を
図
る
た
め
︑
関
係
業
界
の
協
力

の
も
と
︑
10
月
1
日
か
ら
４
年
２
月
28
日

ま
で
﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
行
っ
て
い
る
︒
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
︑
街
頭
で
の
大
型
車
の
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点
検
や
︑
大

型
車
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
周
知
・
啓
発
を
実
施

す
る
と
と
も
に
︑
自
動
車
運
送
事
業
者
︑

タ
イ
ヤ
販
売
業
者
︑
自
動
車
整
備
事
業
者

等
の
関
係
業
界
に
向
け
て
は
︑
冬
用
タ
イ

ヤ
交
換
時
の
確
実
な
作
業
実
施
に
つ
い
て

協
力
依
頼
を
行
う
︒
ま
た
︑
自
動
車
運
送

事
業
者
に
は
﹁
大
型
車
の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ

ッ
ト
の
緩
み
の
総
点
検
﹂
の
実
施
を
求
め

る
ほ
か
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー

キ
ン
グ
等
活
用
を
推
進
し
︑
日
常
点
検
に

お
い
て
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
緩
み
の
点

検
を
重
点
的
に
実
施
す
る
よ
う
啓
発
す
る
︒

　
な
お
︑今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄に
は
︑

同
対
策
な
ど
を
踏
ま
え
て
制
作
さ
れ
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱

落
事
故
が
激
増
中
！
﹂
を
同
封
し
た
︒

表１　大型車のホイール・ボルト折損等による
車輪脱落事故の発生件数

表２　車輪脱落事故発生直前の３か月以内に
「タイヤ交換作業」を実施した車両の事故件数

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
後
に
脱
落
が
多
発

特
に
左
後
輪
の
重
点
的
な
点
検
を

確
実
な
交
換
作
業
・
点
検
の
実
施
と

交
換
後
50
〜
100
㌔
㍍
走
行
後
は
増
し
締
め
を

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ
や
マ
ー
カ
ー
を
活
用

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ
や
マ
ー
カ
ー
を
活
用

1 

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
の
発
生
状
況

2 

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
・
点
検
に
お
け
る
注
意
点

大
型
ト
ラ
ッ
ク

大
型
ト
ラ
ッ
ク
のの
車
輪
脱
落
事
故

車
輪
脱
落
事
故
がが
激
増
中

激
増
中
！！

　

国
土
交
通
省
は
令
和
３
年

４
月
︑﹁
自
動
車
の
点
検
及

び
整
備
に
関
す
る
手
引
き
﹂

（
平
成
19
年
国
土
交
通
省
告

示
第
３
１
７
号
）を
改
正
し
︑

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー

等
を
活
用
し
た
新
た
な
点
検

方
法
や
︑
車
齢
４
年
以
上
の

車
両
に
車
輪
脱
落
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト

お
よ
び
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト

の
交
換
目
安
等
を
規
定
し
た
︒

　

日
常
点
検
の
実
施
の
方
法

で
は
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
へ

の
マ
ー
キ
ン
グ
や
ホ
イ
ー
ル

ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
を
活
用
し

0
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11 15 19

45 41
56

67
81

112

131

0 1 2 4 1 3 2 3 4 0

（件）
発生件数

うち人身事故件数

・事故件数は、対前年度比 19件増と統計史上最多
・車輪脱落事故による負傷者はなし

（年度）2令和元30292827262524平成 23
出典：自動車事故報告規則に基づく報告および自動車メーカーからの報告

※車両総重量８トン以上の自動車または乗車定員 30人以上の
　自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損
　またはホイール・ナットの脱落により車輪が自動車から脱落
　した事故

22

4

30

0 00 0

3
2

3
5
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6

（件）

（月）

（n=79）

310 2129 1118765432１

タイヤ交換作業が集中する 11月に実施した
車両の事故が 30件発生（35.7％）

0

5
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15

20

25

30

出典：自動車事故報告規則に基づく報告および自動車メーカーからの報告

左後輪 125件（95％）

右後輪 5件（4％）

右前輪 1件（1％）

令和2年度
131件

0 100
（％）出典：自動車事故報告規則に基づく報告および自動車メーカーからの報告

た
︑
目
視
に
よ
る
ホ
イ
ー
ル

・
ナ
ッ
ト
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル

・
ボ
ル
ト
の
緩
み
の
点
検
方

法
を
明
確
化
︒

　

ま
た
︑
定
期
点
検
（
３
か

月
ご
と
）
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
は
︑
新
品
か
ら
４
年
を

経
過
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル

ト
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
を
入
念
に
点
検
す
る
こ
と

を
交
換
の
目
安
と
し
て
明
記

し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
整
備
の
実
施
の

方
法
に
つ
い
て
は
︑
タ
イ
ヤ

交
換
手
順
と
タ
イ
ヤ
交
換
後

の
増
し
締
め
の
実
施
手
順
を

明
確
化
し
た
︒

目
視
で
の
確
認
が
可
能

図　車輪脱落事故防止のための４つのポイント

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省

日
常
点
検
の
実
施
方
法
を
一
部
見
直
し

131131件件
過去最多過去最多11月最多！

4つのポイント
の遵守を

規
定
ト
ル
ク
で
締
め
つ
け
た
後
に
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
に
「
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ

ト
マ
ー
カ
ー
」
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
目
視
で
の
確
認
が
可
能
に

表３　事故発生車両の車輪脱落箇所　※左後輪に集中！

「冬用タイヤへの交換」が引き金に！　国交省が「令和3年度緊急対策」の実施を通達「冬用タイヤへの交換」が引き金に！　国交省が「令和3年度緊急対策」の実施を通達
車輪脱車輪脱落防落防止止のの44つのつのポイントポイント44つつののポイントポイント徹底徹底を を ！！
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国25か所のトラックステーション（TS）は全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101� 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455� 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

研
修
会
は
２
部
構
成
で
行

わ
れ
︑
第
１
部
は
座
学
と
し

て
﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
防
止
及
び
日
常
点
検
に
つ

い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
山
形

い
す
ゞ
自
動
車
㈱
営
業
本
部

サ
ー
ビ
ス
部
の
松
田
憲
幸
氏

が
解
説
し
︑
第
２
部
で
は
同

解
説
に
基
づ
い
て
大
型
ト
ラ

ッ
ク
３
台
を
使
用
し
て
の
実

技
研
修
と
し
た
︒

　

研
修
会
の
冒
頭
︑
山
形
県

ト
協
の
土
屋
利
昭
事
務
局
長

兼
総
務
部
長
は
︑﹁
本
日
の

研
修
会
は
︑
大
型
車
の
事
故

防
止
に
特
化
し
た
研
修
内

容
︒
参
加
者
の
皆
様
に
は
し

っ
か
り
受
講
い
た
だ
き
︑
本

日
得
た
知
識
や
技
術
を
会
社

に
持
ち
帰
り
︑
社
内
で
情
報

を
展
開
し
︑
事
故
撲
滅
意
識

を
再
高
揚
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
述
べ
る
と
と
も
に
︑

﹁
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
は
︑

作
業
が
集
中
す
る
11
月
を
避

け
︑
余
裕
を
も
っ
て
確
実
な

交
換
作
業
を
実
施
し
︑
適
切

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
が
︑

近
年
︑
全
国
的
に
増
加
傾
向
に

あ
る
中
︑
令
和
元
年
度
に
は
︑

山
形
県
内
で
発
生
し
た
車
輪
脱

落
事
故
件
数
が
﹁
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
﹂
と
な
っ
た
︒

　

山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ

う
し
た
状
況
を
背
景
に
︑
昨
年

度
か
ら
﹁
車
輪
脱
落
事
故
ゼ
ロ
﹂

を
目
指
し
て
︑
山
形
県
内
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
︒

　

今
年
度
︑
山
形
県
ト
協
は
国

交
省
東
北
運
輸
局
と
連
携
し
︑

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
作
業
が
本

格
化
す
る
前
の
９
月
か
ら
﹁
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
展
開
︒
昨
年
度

の
重
点
項
目
﹁
増
し
締
め
の
徹

底
﹂
に
加
え
︑
今
年
度
は
﹁
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
に
お
け
る
確
実

な
清
掃
作
業
の
実
施
﹂
と
︑﹁
摩

耗
・
劣
化
が
進
ん
だ
部
品
の
交

換
﹂を
重
点
的
に
周
知
し
て
い
る
︒

に
運
行
前
点
検
を
実
施
す
る

こ
と
で
︑
車
輪
脱
落
事
故
を

絶
対
に
発
生
さ
せ
な
い
よ
う

　

第
１
部
講
師
の
松
田
氏

は
︑
山
形
県
内
で
の
車
輪
脱

落
事
故
の
特
徴
に
つ
い
て
デ

ー
タ
を
分
析
し
な
が
ら
解
説
︒

　

東
北
運
輸
局
管
内
の
令
和

２
年
度
の
事
故
デ
ー
タ
に
よ

る
と
︑
全
発
生
事
故
43
件
中

81
・
４
％
に
あ
た
る
35
件
が

11
月
~
３
年
２
月
の
間
に
発

生
︒
ま
た
︑
タ
イ
ヤ
交
換
後

３
か
月
以
内
に
事
故
を
起
こ

し
た
ケ
ー
ス
は
︑
11
月
に
20

件
︑
12
月
に
８
件
と
︑
全
体

の
７
割
近
く
に
あ
た
る
28
件

が
こ
の
２
か
月
間
に
集
中
︒

さ
ら
に
︑
脱
着
作
業
の
実
施

者
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
26
件
（
60
・
５
％
）
で
︑

作
業
内
容
の
約
70
％
が
﹁
タ

イ
ヤ
交
換
﹂︒
さ
ら
に
﹁
初

度
登
録
か
ら
６
年
~
９
年
経

過
﹂
し
て
い
る
車
両
が
31
件

（
72
・
１
％
）︑
そ
し
て
締

め
付
け
方
法
は
﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
方

式
﹂
39
件
（
90
・
７
％
）︑

だ
っ
た
︒

　

事
故
原
因
を
詳
し
く
み
る

と
︑﹁
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の

緩
み
﹂が
40
件（
93
・
０
％
）︑

﹁
増
し
締
め
な
し
﹂
が
27
件

（
62
・
８
％
）︑
そ
し
て
脱

落
箇
所
は
﹁
左
後
輪
﹂
42
件

（
97
・
７
％
）
と
い
う
３
つ

の
要
因
が
占
め
る
割
合
が
圧

倒
的
だ
っ
た
︒

　

松
田
氏
は
︑
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
事
故

原
因
の
特
徴
に
つ
い
て
︑﹁
Ｉ

Ｓ
Ｏ
方
式
の
ホ
イ
ー
ル
で
︑

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
交
換
し
て
間

も
な
く
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
緩
み
に
よ
り
左
後
輪
で

脱
落
事
故
が
発
生
し
て
い

る
﹂
と
分
析
し
た
︒

　

ま
た
︑
な
ぜ
交
換
作
業
後

に
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
が
緩

引
き
続
き
︑
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
﹂
と
い
う
国
土

交
通
省
東
北
運
輸
局
山
形
運

輸
支
局
の
澤
村
和
則
支
局
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
︑
同

研
修
会
の
目
的
を
強
調
し
た
︒

む
の
か
に
つ
い
て
は
︑﹁﹃
初

期
な
じ
み
﹄
に
よ
り
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
に
緩
み
が
生
じ

る
﹂
と
紹
介
︒
初
期
な
じ
み

と
は
︑
ホ
イ
ー
ル
な
ど
に
錆さ

び

や
ゴ
ミ
が
付
着
し
て
お
り
︑

そ
れ
ら
の
錆
や
ゴ
ミ
が
組
み

付
け
し
て
間
も
な
く
は
︑
走

行
の
際
に
研
磨
さ
れ
︑
錆
や

ゴ
ミ
が
落
ち
る
こ
と
に
よ
り

隙
間
が
生
じ
︑
規
定
の
ト
ル

ク
で
締
め
付
け
し
て
い
て
も

ナ
ッ
ト
が
緩
ん
で
し
ま
う
と

い
う
現
象
︒
こ
れ
を
少
な
く

す
る
た
め
に
も
︑﹁
ホ
イ
ー
ル

や
イ
ン
ロ
ー
部
の
錆
︑
ゴ
ミ

の
確
認
と
清
掃
が
重
要
で
あ

る
﹂
と
し
た
︒

　

こ
の
初
期
な
じ
み
は
山
形

県
の
地
域
性
に
も
関
係
す
る

　
﹁
左
後
輪
﹂
に
脱
落
事
故

が
多
い
原
因
に
つ
い
て
は
︑

﹁
様
々
な
可
能
性
は
考
え
ら

れ
る
が
︑
決
定
的
な
原
因
は

未
だ
分
か
っ
て
い
な
い
﹂
と

し
な
が
ら
も
︑
①
右
折
時
は

比
較
的
高
い
速
度
を
保
っ
た

ま
ま
旋
回
す
る
た
め
︑
遠
心

力
に
よ
り
積
載
荷
重
が
左
後

輪
に
大
き
く
働
く
︑
②
左
折

時
は
低
速
度
で
あ
る
が
︑
左

後
輪
が
ほ
と
ん
ど
回
転
し
な

い
た
め
︑
タ
イ
ヤ
に
垂
直
に

よ
じ
れ
る
力
が
働
く
︑
③
道

路
は
中
心
部
が
高
い
た
め
︑

車
両
が
左
（
路
肩
側
）
に
傾

き
︑
左
後
輪
に
よ
り
大
き
な

荷
重
が
か
か
る
︱
︱
な
ど
の

推
測
を
紹
介
し
た
︒
ま
た
︑

前
輪
に
関
し
て
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
異
常
に
気
が
付
き
や

す
い
こ
と
が
脱
輪
事
故
が
少

な
い
要
因
と
分
析
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
タ
イ
ヤ
交
換
の

時
期
に
つ
い
て
は
︑﹁
降
雪
を

エ
ラ
ー
も
多
い
﹂
と
指
摘
︒

交
換
後
︑
増
し
締
め
を
す
る

前
に
長
距
離
運
行
に
出
て
し

ま
う
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運

行
先
で
増
し
締
め
を
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
︑﹁
計
画
的

に
交
換
︑
増
し
締
め
作
業
を

し
た
後
に
長
距
離
運
行
に
出

て
ほ
し
い
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
︒

　

ま
た
︑
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル

な
ど
で
は
︑﹁
均
等
な
ト
ル

ク
で
締
め
る
こ
と
が
重
要
︒

均
等
に
締
め
付
け
て
い
な
い

と
︑
強
く
締
め
過
ぎ
た
と
こ

ろ
ほ
ど
原
因
不
明
の
緩
み
が

生
じ
る
﹂
と
経
験
上
か
ら
注

意
喚
起
し
た
︒

の
で
︑
１
回
緩
め
て
か
ら
ト

ル
ク
レ
ン
チ
で
締
め
直
す
こ

分
か
れ
て
参
加
者
全
員
で
実

技
研
修
を
受
け
た
︒
講
師
に

は
︑
第
１
部
講
師
の
松
田
氏

と
と
も
に
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス

㈱
の
山
形
地
域
統
括
営
業

部
︑
天
童
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
複
数
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
参
加
︒

　

冒
頭
に
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
推
奨
す
る
﹁
日
常

点
検　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
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﹂
を
基
に
︑
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
実
演
を
行
う
様
子

を
見
た
後
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
班

に
分
か
れ
て
全
員
が
実
技
に

と
し
︑
冬
期
に
道
路
上
に
融

雪
剤（
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
等
）

が
多
く
散
布
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
︑
ホ
イ
ー
ル
な
ど
に
錆

が
よ
り
多
く
発
生
し
や
す
い

こ
と
も
一
因
と
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
増
し
締
め
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
︑
脱
輪
事

故
車
の
６
割
以
上
が
増
し
締

め
を
実
施
し
て
お
ら
ず
︑
ま

た
︑
交
換
後
１
か
月
以
内
に

50
~
１
０
０
㌔
㍍
走
行
後
に

増
し
締
め
を
し
な
い
と
初
期

な
じ
み
に
よ
り
緩
ん
で
し
ま

い
︑そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

﹁
緩
み
の
限
界
﹂
を
過
ぎ
︑

﹁
脱
輪
に
繋
が
る
﹂
と
し
て

い
る
︒
な
お
︑
増
し
締
め
を

行
っ
た
後
も
い
っ
た
ん
は
緩

む
が
︑
増
し
締
め
後
は
緩
み

の
限
界
を
超
え
る
こ
と
は
な

く
︑﹁
脱
輪
事
故
に
ま
で
至

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
﹂
と

述
べ
た
︒

待
つ
の
で
は
な
く
︑
計
画
的

な
交
換
が
望
ま
し
い
︒
雪
が

降
っ
て
か
ら
で
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

松
田
氏
は
︑
こ
の
他
に
も

脱
輪
防
止
の
た
め
に
は
︑
①

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
︑
イ
ン

ロ
ー
部
の
点
検
・
錆
落
と
し

な
ど
清
掃
作
業
を
実
施
し
︑

劣
化
・
摩
耗
が
進
ん
だ
状
態

が
み
ら
れ
た
場
合
︑
早
め
に

交
換
（
特
に
車
齢
４
年
以
上

の
車
両
は
特
に
入
念
に
）︑

②
タ
イ
ヤ
交
換
後
︑
50
~
１

０
０
㌔
㍍
走
行
後
に
規
定
ト

ル
ク
で
増
し
締
め
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
は
当
然
だ

が
︑
ト
ル
ク
レ
ン
チ
で
﹁
カ

チ
ン
﹂
と
音
が
し
た
後
に
︑

何
度
も
﹁
カ
チ
ン
﹂
と
い
わ

せ
る
と
ト
ル
ク
が
強
過
ぎ
る

　

第
２
部
で
は
︑
県
ト
協
会

館
の
駐
車
場
に
大
型
ト
ラ
ッ

ク
３
台
を
用
意
し
︑
３
班
に

と
も
必
要
︱
︱
な
ど
と
紹
介

し
た
︒

　

ま
た
︑
増
し
締
め
を
行
っ

た
後
に
は
︑﹁
連
結
式
ホ
イ

ー
ル
・
ナ
ッ
ト
回
転
指
示
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
﹂
の
装
着
を

推
奨
︒
同
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

は
︑
ナ
ッ
ト
が
緩
ん
で
く
る

と
回
転
し
て
変
形
す
る
こ
と

で
ナ
ッ
ト
の
緩
み
を
目
視
確

認
で
き
る
も
の
︒
松
田
氏
は

﹁
ハ
ン
マ
ー
点
検
が
必
要
な

く
︑
目
視
で
確
認
が
可
能
な

の
で
︑
日
常
点
検
時
の
負
担

軽
減
に
な
る
︒
仮
に
緩
ん
で

も
外
れ
に
く
い
の
で
︑
効
果

が
あ
る
﹂
と
指
摘
し
た
︒

　

な
お
︑
日
常
点
検
は
︑
特

に
左
後
輪
を
重
点
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
基
本
で
︑﹁
必

ず
緩
む
と
思
っ
て
作
業
・
点

検
す
る
こ
と
が
重
要
﹂
と
心

構
え
を
諭
し
た
︒

県
下
３
支
部
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
た
「
車
輪
脱
落
事
故
防

止
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
会
員
研
修
会
。
会
員
各
社
の
実
務
・

教
育
担
当
者
を
中
心
に
多
数
参
加

ト
ル
ク
レ
ン
チ
の
正
し
い
使
用
法
を

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

第２部の実技では、参加者自らが点検ハンマーを使って、ナットの正常な状態と緩
んだ状態の音の違いなどを体感

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
正
し
い
装
着
方
法
を
説
明
す
る
松
田
氏

ホイールナットインジケーターに助成ホイールナットインジケーターに助成
令和2年度から事業を開始令和2年度から事業を開始

　山形県トラック協会では、令和2年度から車輪脱落事故防
止装置（ホイールナットインジケーター等）に対して助成を行っ
ている。助成額は、同装置取得金額の2分の1であり、上限は
1事業者当たり3万円。
　また、山形県ト協では、昨年度会員5事業者に対してインジ
ケーター実証実験を実施した。それによると、10台について、

トルクレンチを
使用して増し締
めを行った後に
インジケーター
を装着。装着し
て１か月後にナッ
トの緩みが確認
できた車両は１
台もなかった。

挑
ん
だ
︒

　

今
回
の
研
修
は
﹁
車
輪
脱

落
事
故
防
止
﹂
に
特
化
し
た

内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
ナ

ッ
ト
の
正
し
い
状
態
と
緩
ん

だ
状
態
を
点
検
ハ
ン
マ
ー
で

打
診
し
て
︑
そ
の
音
の
違
い

を
体
感
し
た
ほ
か
︑
ト
ル
ク

レ
ン
チ
の
正
し
い
使
い
方
︑

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
脱
着
方

法
の
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
参
加
者
は
実
技
中

に
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
そ
の
場
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
質
問
で
き
る
た

め
︑
質
問
の
回
答
を
即
座
に

取
り
入
れ
て
熱
心
に
取
り
組

む
参
加
者
の
姿
が
あ
っ
た
︒

「
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
」
を
返
上
へ
！

「
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
」
を
返
上
へ
！

東
北
運
輸
局
と
連
携
し
て
取
り
組
み

東
北
運
輸
局
と
連
携
し
て
取
り
組
み

メ モ

　
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
熊
澤
貞
二

会
長
）
は
10
月
２
日
︑
県
下
３
支
部
（
内

陸
・
佐
藤
公
啓
支
部
長
︑
庄
内
・
小
松

洋
一
支
部
長
︑
置
賜
・
我
妻
勝
男
支
部

長
）
で
一
斉
に
︑﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
防
止
﹂
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
︑
会

員
研
修
会
を
開
催
し
た
︒

　
同
会
に
は
︑
各
社
の
実
務
・
教
育
担

当
者
を
中
心
に
整
備
管
理
者
や
大
型
ド

ラ
イ
バ
ー
な
ど
が
出
席
し
︑
座
学
と
と

も
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
実
車
を
使
用
し

て
実
技
研
修
に
取
り
組
み
︑
車
両
点
検

・
整
備
技
術
と
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対

策
を
習
得
し
た
︒
受
講
後
︑
参
加
者
は

各
社
に
戻
り
︑
同
研
修
会
で
得
た
知
識

・
技
術
の
社
内
展
開
を
図
る
こ
と
で
︑

﹁
冬
期
の
事
故
ゼ
ロ
﹂
を
目
指
す
︒

　﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
山
形
県
ト

ラ
ッ
ク
総
合
会
館
で
行
わ
れ
た
内
陸
支

部
主
催
の
同
研
修
会
を
取
材
し
︑
同
県

ト
協
の
取
り
組
み
と
︑
研
修
会
で
強
調

さ
れ
た
﹁
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
ポ
イ

ン
ト
﹂
な
ど
を
紹
介
す
る
︒

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
集
中
期
を
前
に

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
集
中
期
を
前
に

余
裕
を
も
っ
た
確
実
な
交
換
作
業
を

余
裕
を
も
っ
た
確
実
な
交
換
作
業
を

事
故
原
因
と
対
策
を
解
説

事
故
原
因
と
対
策
を
解
説

「
交
換
後
、『
初
期
な
じ
み
』
で
緩
み
が
発
生
」

「
交
換
後
、『
初
期
な
じ
み
』
で
緩
み
が
発
生
」

脱
輪
事
故
は
「
左
後
輪
」
に
集
中

脱
輪
事
故
は
「
左
後
輪
」
に
集
中

日
頃
か
ら
重
点
的
に
点
検
が
必
要

日
頃
か
ら
重
点
的
に
点
検
が
必
要

大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
全
員
が
実
技

大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
全
員
が
実
技

ナ
ッ
ト
緩
み
の
音
の
違
い
な
ど
体
感

ナ
ッ
ト
緩
み
の
音
の
違
い
な
ど
体
感

増
し
締
め
後
に
は
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
等
の
取
付
を

増
し
締
め
後
に
は
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
等
の
取
付
を

目
視
点
検
で
緩
み
な
ど
の
状
態
が
一
目
瞭
然

目
視
点
検
で
緩
み
な
ど
の
状
態
が
一
目
瞭
然

適切適切なタイヤ交換作業・点検タイヤ交換作業・点検の徹底徹底を

東
北
で
は
９
月
か
ら
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

東
北
で
は
９
月
か
ら
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

インジケーターの脱着実演

冬期の車輪脱落事故を防ぐために冬期の車輪脱落事故を防ぐために
県
下
３
支
部
で
一
斉
に

県
下
３
支
部
で
一
斉
に「
事
故
防
止
研
修
会

事
故
防
止
研
修
会
」

山形県トラック協会の取り組み
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な
限
り
大
き
く
）︑
⑤
後
方

か
ら
当
該
車
両
も
含
め
た
前

方
の
状
況
︱
︱
に
つ
い
て
写

真
を
道
路
管
理
者
が
撮
影
す

る
と
し
て
お
り
︑
こ
の
撮
影

さ
れ
た
立
ち
往
生
車
両
の
情

報
が
地
方
運
輸
局
等
と
共
有

さ
れ
る
︒

　

同
省
で
は
降
積
雪
期
の
対

応
と
し
て
︑
令
和
３
年
１
月

に
通
達
﹁
大
雪
に
対
す
る
緊

急
発
表
を
踏
ま
え
た
輸
送
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
﹂
を
発

出
︒
同
通
達
で
は
降
積
雪
期

に
お
い
て
︑
輸
送
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
ず
に
運
行
し
︑
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則

第
11
条
（
異
常
気
象
時
等
に

お
け
る
措
置
）
の
規
定
に
違

反
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

冬
用
タ
イ
ヤ
を
全
車
輪
に

積
雪
・
凍
結
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

　

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ

は
︑
ち
ら
つ
く
程
度
の
降
雪

で
︑
路
面
と
一
部
接
触
可
能

な
積
雪
状
況
を
想
定
し
た
タ

イ
ヤ
の
こ
と
︒

　

路
面
を
覆
う
ほ
ど

の
過
酷
な
積
雪
路
・

凍
結
路
で
は
︑
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
表
記
（
国

内
表
記
）
ま
た
は
︑

ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
マ

ー
ク
（
国
際
表
記
）

が
表
示
さ
れ
て
い
る

冬
用
タ
イ
ヤ
を
全
車

輪
に
装
着
す
る
こ
と
︒

　

国
交
省
で
は
道
路
管
理
者

の
協
力
を
得
て
︑
今
後
︑
立

ち
往
生
車
両
に
つ
い
て
︑
①

前
面
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト（
ト

レ
ー
ラ
を
け
ん
引
し
て
い
る

場
合
は
ト
レ
ー
ラ
の
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
も
）︑
②
前
方

か
ら
当
該
車
両
も
含
め
た
後

方
の
滞
留
状
態
︑
③
駆
動
輪

の
タ
イ
ヤ
側
面
（
可
能
な
限

り
大
き
く
）︑
④
駆
動
輪
の

タ
イ
ヤ
ト
レ
ッ
ド
面
（
可
能

ち
往
生
す
る
前
に
︑
早
め
の

チ
ェ
ー
ン
装
着
を
心
掛
け
る
︒

立
ち
往
生
し
た
後
の
装
着
は

極
め
て
困
難
︒

冬
用
タ
イ
ヤ
等
の
性
能
限
界

深
い
新
雪
路
は
走
行
困
難

　

冬
用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー
ン

に
関
し
て
は
い
ず
れ
も
性
能

に
限
界
が
あ
り
︑
万
能
で
は

な
い
︒

　

例
え
ば
︑
車
両
の
バ
ン
パ

ー
に
接
触
す
る
よ
う
な
新
雪

の
深
い
積
雪
路
で
は
︑
走
行

が
困
難
と
な
る
︒こ
の
た
め
︑

運
行
間
に
道
路
・
気
象
情
報

を
確
認
し
て
︑
運
行
の
可
否

や
経
路
の
検
討
が
必
要
と
な

る
︒

場
合
に
は
行
政
処
分
を
行
う

旨
が
明
記
さ
れ
て
い
た
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
も
︑
傘
下
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
①
大
雪

お
よ
び
暴
風
雪
に
備
え
︑
最

新
の
気
象
情
報
や
交
通
情
報

等
に
留
意
す
る
と
と
も
に
︑

冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
︑
チ
ェ

ー
ン
の
携
行
お
よ
び
早
め
の

装
着
の
徹
底
等
︑
輸
送
の
安

　

気
象
庁
は
９
月
24

日
︑
今
年
12
月
か
ら

来
年
２
月
に
か
け
て

の
天
候
の
見
通
し
を

発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑

こ
の
時
期
は
︑
西
日

本
を
中
心
に
冬
型
の

気
圧
配
置
と
な
る
可

能
性
が
や
や
強
く
︑

寒
気
の
影
響
を
受
け

や
す
く
な
る
と
予

測
︒
そ
の
た
め
︑
西

日
本
の
日
本
海
側
で

は
降
雪
量
が
平
年
並

み
か
多
く
な
る
と
し

て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
北
日
本

・
東
日
本
の
日
本
海

こ
の
冬
は
西
日
本
・
日
本
海
側
で

降
雪
量
が
多
く
な
る
可
能
性
も

12月～２月の天候の見込み12月～２月の天候の見込み

チ
ェ
ー
ン
効
果
発
揮
の
た
め

サ
イ
ズ
や
締
め
方
を
適
切
に

　

チ
ェ
ー
ン
を
駆
動
輪
に
装

着
す
る
と
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
よ

り
も
積
雪
・
凍
結
路
で
の
発

進
・
登
坂
性
能
が
向
上
す

る
︒
し
か
し
︑
チ
ェ
ー
ン
の

サ
イ
ズ
や
締
め
方
が
不
適
切

な
場
合
︑
タ
イ
ヤ
と
の
間
で

滑
り
が
生
じ
︑
効
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
︒

チ
ェ
ー
ン
の
携
行
と

降
雪
時
で
の
早
め
の
装
着

　

大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
る

な
ど
︑
相
当
量
の
積
雪
が
見

込
ま
れ
る
場
合
等
に
は
チ
ェ

ー
ン
を
携
行
す
る
︒

　

ま
た
︑
降
雪
時
に
は
︑
立

冬
用
タ
イ
ヤ
の
使
用
限
度

溝
深
さ
50
％
以
下
は
不
可

　

溝
の
深
さ
が
50
％
以
上
残

っ
て
い
る
タ
イ
ヤ
し
か
冬
用
タ

イ
ヤ
と
し
て
は
使
用
が
で
き

な
い
︒
必
ず
︑﹁
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
﹂
で
溝
の
深
さ
が
50
％

以
上
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
︒
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

は
タ
イ
ヤ
サ
イ
ド
部
に
あ
る

矢
印
（
△
）の
示
す
ト
レ
ッ
ド

（
接
地
）
面
の
溝
内
に
４
か

所
あ
る
の
で
︑
定
期
的
に
点

検
を
（
※
一
部
海
外
メ
ー
カ

ー
品
は
除
く
）︒

▼
国
土
交
通
省
﹃
雪
道
で
の
立
ち
往
生
に
注

意
！ 

︱ 

大
型
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー
ン

に
つ
い
て
︱
﹄（
写
真
）︑﹃
冬
用
タ
イ
ヤ
の
溝

深
さ
に
注
意
！ 

︱ 

大
型
車
の
冬
用
タ
イ
ヤ
に

関
す
る
使
用
上
の
注
意
点
︱
﹄
か
ら
ポ
イ
ン

ト
を
解
説

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省

タイヤチェーン装着時の注意タイヤチェーン装着時の注意

①事前に確認を！

　必ずタイヤのサイズにあったものを選び、説明書に従い事前に装着の練
習をしておくと、実際の冬道での装着時にスムーズに作業ができます。

②確実な装着と十分な点検の実施を！

　チェーンの緩み、ゴムバンド等のフックへの掛け忘れはチェーン脱落の
原因となります。また、チェーンの摩耗・損傷はチェーン切れの原因とな
ります。

③出発前に装着の練習を！

　チェーンは、突然雪が降ってもあわてないように、寒い中でスムーズに
作業をするために事前に装着の練習をしておきましょう。

国土交通省「チェーン規制Q＆A」〔
参
考
〕

大雪特別警報や大雪に対する緊急発表が行われるような場合は、チェーン規制が実施される場合
があります。チェーン規制の詳細は国土交通省ホームページをご覧ください。

側
で
は
ほ
ぼ
平
年
並

み
と
な
る
と
予
測
し

て
い
る
が
︑
低
気
圧

の
影
響
を
受
け
や
す

い
時
期
が
あ
る
た

め
︑
注
意
が
必
要
で

あ
る
︒

　

な
お
︑
気
象
庁
で

は
︑
冬
の
天
候
に
影

響
の
大
き
い
北
極
振

動
の
予
想
が
難
し

く
︑
現
時
点
で
は
考

慮
で
き
て
い
な
い
こ

と
か
ら
︑
常
に
最
新

の
１
か
月
予
報
等
を

確
認
し
︑
降
雪
期
へ

の
備
え
を
十
分
に
行

う
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
︒

気象庁

全
確
保
に
万
全
を
期
す
こ

と
︑
②
冬
用
タ
イ
ヤ
の
確
認

に
当
た
っ
て
は
︑
摩
耗
劣
化

の
状
況
等
を
確
認
す
る
こ
と

︱
︱
を
周
知
し
た
︒

　

今
後
︑
降
積
雪
期
に
立
ち

往
生
し
た
場
合
︑
写
真
撮
影

さ
れ
た
情
報
を
基
に
行
政
処

分
が
行
わ
れ
る
事
態
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
物
流
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
と
し
て
︑
一
層
︑
安
全
運

行
の
確
保
に
万
全
を
期
す
必

要
が
あ
る
︒

積
雪
・
凍
結
路
で
は
必
ず

適
切
な
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着

と
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
・
早
め

の
装
着
を
！

　
国
土
交
通
省
は
９
月
30
日
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
︑﹁
降
積
雪
期
に

お
け
る
道
路
管
理
者
に
よ
る
立
ち
往
生
車

両
写
真
の
撮
影
等
に
つ
い
て
﹂
を
事
務
連

絡
し
た
︒
令
和
２
年
末
か
ら
３
年
初
め
に

か
け
て
は
︑
高
速
道
路
な
ど
で
大
規
模
な

車
両
滞
留
が
発
生
︑
社
会
問
題
と
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
︑
今
後
の
降
積
雪
期
に
お

い
て
は
︑
道
路
管
理
者
が
立
ち
往
生
車
両

の
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
︑
冬
用

タ
イ
ヤ
装
着
の
有
無
等
の
状
況
を
写
真
撮

影
す
る
こ
と
と
し
た
︒
同
省
で
は
︑
こ
の

情
報
を
基
に
︑
地
方
運
輸
局
等
が
立
ち
往

生
し
た
車
両
を
所
有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
し
︑
降
積
雪
期
に
お
け
る
輸

送
の
安
全
確
保
対
策
の
実
施
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
と
な
る
︒
全
ト
協
で
は
こ
の
事

務
連
絡
を
受
け
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
を
通
じ
て
傘
下
事
業
者
に
対
し
同
内
容

の
周
知
を
行
っ
た
︒

　
今
回
の
事
務
連
絡
は
︑
相
次
ぐ
降
積
雪

期
に
お
け
る
車
両
滞
留
事
案
を
防
ぐ
た
め

に
措
置
さ
れ
た
も
の
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
や
チ
ェ

ー
ン
の
携
行
・
装
着
な
ど
︑
輸
送
の
安
全

確
保
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
︑
よ
り
一

層
万
全
を
期
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　
な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に

国
交
省
制
作
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
雪
道
で

の
立
ち
往
生
に
注
意
！ 

︱ 

大
型
車
の
冬

用
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て 

︱
﹂（
写

真
㊧
）
を
同
封
し
て
い
る
︒

降積雪期における
輸送の安全確保の再徹底を！

◇�気象情報（大雪や雪崩、暴風雪等に関する警報・
注意報を含む）や道路における降雪状況等を適時に
把握し、以下の対策を講ずることにより、輸送の安全
確保に万全を期すこと。
①�災害発生時の社内における連絡体制を改めて確認
すること。
②�積雪・凍結等の気象および道路状況により、早期
にスタッドレスタイヤおよびタイヤチェーンを装着する
よう徹底を図ること。
③�点呼時等において、運行経路の道路情報、道路
規制情報、気象情報に基づき、乗務員に適切な
指示を行うこと。
④�積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努める
こと。
⑤�気象状況が急変し、安全運行が確保できないおそ
れがある場合は、宅配便の集配荷の休止など、サ
ービスの停止に係る情報については、ホームページ
等を通じて利用者に分かりやすく情報提供すること。
⑥�乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急
加速、急制動、急ハンドルを行わないよう指導する
とともに、道路状況、気象状況に応じた安全速度
の遵守、車間距離の確保について指導を徹底する
こと。

◇�スタッドレスタイヤへの交換などのタイヤ交換時に、ホ
イール・ボルトの誤組防止、締付トルクの管理、交換
作業後の増し締め等を確実に行うこと。

（令和２年１２月４日付、国土交通省通達より）

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
表
記

と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
位
置

を
示
す
矢
印
（
○
部
分
）

冬期における安全運行の確保に向けて冬期における安全運行の確保に向けて
撮
影
情
報
も
と
に
輸
送
の
安
全
確
保
対
策
確
認
へ

撮
影
情
報
も
と
に
輸
送
の
安
全
確
保
対
策
確
認
へ

降
積
雪
期
の「
立
ち
往
生
車
両
」を
写
真
撮
影

一層万全な安全対策を大型車の冬用タイヤとチェーンの適切な装着
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文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第95回］

アフター・コロナ……「マスクの色で分けてるのね……」

208「
鯖
街
道
寄
り
道
し
た
い
味
④
」京
都
市
山や

ま
ば
な端
の
ぐ
じ
の
若
狭
焼
き

　

若
狭
街
道
（
国
道
３
６
７

号
）
は
鯖
だ
け
で
な
く
京
へ

様
々
な
魚
を
運
ん
だ
︒
ぐ
じ

（
甘
鯛
）︑
鰈か

れ
い

︑
鯛
等
々
で
︑

京
の
市
場
で
は﹁
若
狭
も
の
﹂

と
し
て
別
格
だ
っ
た
︒
若
狭

人
は
塩
を
す
る
︑
干
す
と
い

っ
た
魚
の
下
処
理
に
秀
で
て

い
て
︑
そ
の
う
え
到
着
時
が

食
べ
頃
に
な
る
よ
う
計
算
し

て
出
荷
し
た
か
ら
だ
︒

　

朝
廷
へ
海
産
物
を
届
け
る

御み
け
つ
く
に

食
国
だ
っ
た
し
︑
そ
の
後

も
舌
が
肥
え
た
都
人
を
満
足

さ
せ
る
た
め
︑
研
鑽
を
重
ね

た
成
果
で
あ
る
︒

　

こ
ん
な
﹁
若
狭
も
の
﹂
の

美
点
を
熟
知
す
る
の
は
︑
左

京
区
山
端
川
岸
町
の
﹁
山
ば

な
平
八
茶
屋
﹂︒
安
土
桃
山

時
代
・
天
正
年
間
創
業
︒

洛
中
よ
り
１
里
だ
っ
た
の
で
︑

は
ん
な
り
感
を
秘
め
て
い
る
︒

　

そ
ん
な
立
地
の
も
と
︑
現

代
の
平
八
茶
屋
は
古
風
な
佇た

た
ず

ま
い
と
名
庭
を
活
か
し
た
割

烹
旅
館
に
な
っ
て
い
る
︒
と

は
い
え
旅
人
を
も
て
な
す
温

か
な
姿
勢
は
不
変
で
︑
21
代

目
当
主
で
自
ら
包
丁
を
握
る

園
部
晋
吾
さ
ん
の
包
丁
も
冴

え
︑
飲
食
の
客
も
多
い
︒

　

数
々
の
献
立
か
ら
若
狭
の

り
の
鱗
︑脂
を
た
た
え
た
皮
︑

ほ
っ
こ
り
し
た
身
の
対
比
は

平
八
茶
屋
な
ら
で
は
︒
洛
中

の
食
通
が
山
端
ま
で
足
を
延

ば
す
と
い
う
の
も
納
得
だ
︒

　

こ
の
店
に
は
前
述
の
か
ま

風
呂
復
刻
版
が
和
風
サ
ウ
ナ

と
し
て
設
置
さ
れ
︑
予
約
で

食
事
客
も
利
用
で
き
る
︒
街

道
旅
の
癒
し
に
は
最
高
だ
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

往
時
の
旅
人
は
麦
飯
と
ろ
ろ

を
か
っ
こ
ん
で
旅
立
っ
た
︒

　

さ
て
︑
上
り
の
若
狭
街
道

は
八や

せ瀬
を
過
ぎ
る
と
高
野
川

沿
い
に
山
端
へ
︒
こ
の
辺
り

は
壬じ

ん
し
ん申
の
乱ら

ん

で
大お

お
あ
ま
の
お
う
じ

海
人
皇
子

（
天
武
天
皇
）
が
か
ま
風
呂

で
傷
の
手
当
て
を
受
け
た
八

瀬
な
ど
︑
歴
史
で
お
な
じ
み

の
土
地
が
多
い
︒
そ
の
せ
い

か
︑
山
端
も
鄙ひ

な

び
た
風
景
に

　

味
な
ら
︑
ぐ
じ
の
向む

こ
う
づ
け付
︑
若

狭
焼
き
が
揃
う
若
狭
懐
石
が

お
す
す
め
︒
浜
で
一
塩
し
た

﹁
浜は

ま
じ
お塩
﹂
の
ぐ
じ
を
用
い
︑

向
付
は
細
造
り
を
二
杯
酢
と

わ
さ
び
で
︒
ほ
ど
よ
く
塩
が

回
り
︑
う
ま
味
が
増
し
た
身

は
し
な
や
か
で
も
っ
ち
り
︒

　

若
狭
焼
き
は
鱗う

ろ
こ

を
落
と
さ

ず
︑
遠
火
の
強
火
で
じ
っ
く

り
焼
い
て
あ
る
︒
ぱ
り
っ
ぱ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜点検整備編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	×（自動車点検基準別表第一）タ
イヤの空気圧の点検は、１日１回、運
行前に行わなければならないが、タ
イヤの溝の深さの点検は、当該自動
車の走行距離、運行時の状況等から
判断した適切な時期に行うことで足
りる。
❷	×（自動車点検基準別表第一）ディ
スク・ホイールの取付状態の点検が
義務づけられているのは、車両総重
量8トン以上又は乗車定員30人以上
の自動車である。
❸		○（自動車点検基準別表第一）

エンジンオイルの量の点検について
は、当該自動車の走行距離、運行時
の状態等から判断した適切な時期に
行うことで足りる。
❹	×（道路運送車両法第48条第1号）
自動車運送事業の用に供する自動車
については、3か月ごとに定期点検整
備をしなければならない。
❺	×（道路運送車両法第61条第１
項、２項）事業用貨物自動車の自動
車検査証の有効期間は、車両総重量
８トン以上のものについては、初回
は１年、２回目以降は１年である。

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 佐々木寛人 北旺運輸㈱物流事業部
岩 手 県 金澤　祐樹 東北自動車輸送㈱岩手営業所
宮 城 県 齋藤　裕介 日本通運㈱仙台支店仙台コンテナ支店
福 島 県 吉田　将彦 ㈱丸東いわき支店
茨 城 県 須藤　一也 ㈱ヤマガタ本社営業所
群 馬 県 中澤　一稀 日本通運㈱群馬支店通運課
埼 玉 県 川島　徳保 日本梱包運輸倉庫㈱狭山営業所
千 葉 県 清田　恭平 ㈱日立物流首都圏輸送営業所
東 京 都 澤田　　繁 ㈱日立物流南関東京浜輸送営業所
神奈川県 青山　　道 常盤海運㈱
富 山 県 石畠　貴司 日産物流㈱富山支店
石 川 県 上野　巨樹 日本通運㈱金沢支店高柳物流事業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
愛 知 県 柴田　孝幸 東海西濃運輸㈱武豊支店
大 阪 府 笠間　　守 センコー㈱大阪主管支店大阪コンテナセンター
兵 庫 県 谷口　主税 センコー㈱阪神主管支店西神戸車輌センター
和歌山県 種中　健蔵 鴻池運輸㈱和歌山支店物流課
香 川 県 山下　　茂 日本通運㈱四国支店坂出事業所
愛 媛 県 真野　輝義 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課
福 岡 県 寺屋敷優樹 日本通運㈱福岡海運支店
長 崎 県 田栗　和明 ㈱丸野長崎物流センター
熊 本 県 三原　　健 九州産交運輸㈱熊本コンテナセンター
宮 崎 県 末吉　泰祐 南九州センコー㈱えびの営業所
鹿児島県 北村　　隆 丸和運送㈱鹿児島支店
沖 縄 県 大嵩　賢司 美崎運輸㈱本社営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 塚迫　美菜 日本郵便輸送㈱北海道支社札幌営業所
宮 城 県 久保田めぐみ 日本郵便輸送㈱仙台営業所
福 島 県 間瀨まゆみ ㈱丸東いわき支店
栃 木 県 髙田　理奈 ㈱サンコー宇都宮営業所
埼 玉 県 金子　雅美 SBSフレックネット㈱和光営業所

東 京 都 宮田　愛音 日本通運㈱関東甲信越ブロックロジスティックスビ
ジネスユニット移転引越第 1営業部

神奈川県 井上　　瞳 川崎運送㈱中央営業所
愛 知 県 神谷　江美 鳴海急送㈱愛知営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名

京 都 府 廣澤　春海 日本郵便輸送㈱近畿支社京都営業所

大 阪 府 松本　真紀 日本郵便輸送㈱近畿支社大阪営業所

兵 庫 県 福島奈津子 栄進急送㈱本社営業所

岡 山 県 石原麻衣子 岡山スイキュウ㈱倉富物流センター

長 崎 県 竹下美奈子 ㈲長一運送本社営業所

熊 本 県 田嶋　幸代 ㈱ランテック熊本支店

沖 縄 県 宮城　若子 ㈱沖食商事本社営業所

４
ト
ン
部
門

４
ト
ン
部
門
（（
3535
人
）
人
）

1111
ト
ン
部
門

ト
ン
部
門
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人
）
人
）

ト
レ
ー
ラ
部
門

ト
レ
ー
ラ
部
門
（（
2424
人
）
人
）

女
性
部
門

女
性
部
門
（（
1515
人
）
人
）

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 坂野　隆明 日本通運㈱北海道警送支店札幌警送事業所
青 森 県 栁沢　　忍 ㈱共同物流サービス本社営業所
岩 手 県 髙橋　和幸 F-LINE ㈱盛岡低温物流センター
宮 城 県 大西　　敦 仙台日通運輸㈱本社営業所
秋 田 県 森合　康喜 日本通運㈱東北警送支店秋田警送事業所
山 形 県 稲毛　　滋 日本通運㈱山形支店
福 島 県 加藤　友也 関東西濃運輸㈱いわき支店
茨 城 県 川田　　進 ㈱ナルキュウ茨城営業所
栃 木 県 和氣　隆浩 ㈲宮本運輸本社営業所
群 馬 県 立木　　豊 関東西濃運輸㈱渋川支店

埼 玉 県 梅本　裕樹 日本通運㈱北関東警送支店北関東警送事業所埼玉セ
ンター

千 葉 県 白土　浩孝 日通船橋運輸㈱本社営業所
東 京 都 阿部　寛之 日本通運㈱関東警送支店東京警送事業所
神奈川県 小山　　晃 ㈱ハナワトランスポート横浜営業所
山 梨 県 髙山　嵩史 日本郵便輸送㈱南関東支社甲府営業所
新 潟 県 田中　　誠 センコー㈱埼玉主管支店新潟営業所
福 井 県 内山　正道 北陸トラック運送㈱本社営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
岐 阜 県 加藤　　晃 日本通運㈱中部警送支店岐阜警送事業所
静 岡 県 小池　知弘 ㈱ナルキュウ静岡営業所
愛 知 県 脇田　直幸 日本通運㈱名古屋フォワーディング支店
京 都 府 福﨑　彰彦 ㈱日立物流西日本大山崎AE営業所
大 阪 府 寺岡　幸治 日本郵便輸送㈱近畿支社大阪営業所
兵 庫 県 金中　政英 ㈱新宮運送姫路営業所
和歌山県 吉村健太郎 日本通運㈱和歌山支店海南事業所営業課
岡 山 県 小見山航輝 両備トランスポート㈱岡山西物流センター
広 島 県 田中　伸也 ㈱日立物流西日本広島機工営業所
山 口 県 政野　健一 日本通運㈱下関支店
香 川 県 島村　相美 ㈱日立物流西日本四国AE営業所
愛 媛 県 眞見　勇夫 宇和島自動車運送㈱営業本部
福 岡 県 中村　　誠 F-LINE ㈱福岡第一物流センター
長 崎 県 坂本　　光 幸運トラック㈱波佐見営業所
熊 本 県 村上　　優 日通熊本トラック㈱本社営業所
大 分 県 上村　　進 日本郵便輸送㈱大分営業所
鹿児島県 丸野　彰之 九州西濃運輸㈱枕崎営業所
沖 縄 県 知念　　司 ㈲大成本社営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 藤田　雅之 旭川郵便輸送㈱旭川営業所
岩 手 県 及川　貴史 白金運輸㈱本社営業所
宮 城 県 小松　利光 ㈱日立物流東日本東北輸送 ･機工営業所
秋 田 県 大野　優太 日通秋田運輸㈱本社営業所
山 形 県 佐 　　光 山形陸運㈱山形南営業所
福 島 県 鈴木　悠記 日通郡山運輸㈱本社営業所
茨 城 県 生田目　光 ㈱日立物流東日本土浦営業部土浦輸送営業所
栃 木 県 永田　達二 関東西濃運輸㈱佐野支店
群 馬 県 関　　英夫 日本郵便輸送㈱関東支社群馬営業所
埼 玉 県 山本　幸路 関東西濃運輸㈱久喜支店
千 葉 県 鈴木　彰太 日本通運㈱千葉南支店
東 京 都 桑田　修平 中央運輸興業㈱本社
神奈川県 岩﨑　英一 ㈱ナルキュウ神奈川営業所

山 梨 県 飯寄　隆夫 日本通運㈱関東甲信越ブロックロジスティックスビ
ジネスユニット山梨支店キッツ課

新 潟 県 吉田　　昇 中越運送㈱燕ロジスティクスセンター
石 川 県 葭原　輝洋 日本郵便輸送㈱北陸支社金沢営業所
福 井 県 伏里　友成 日通トランスポート㈱福井支店
岐 阜 県 山口　雄治 ダイオーロジスティクス㈱中部支店

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
静 岡 県 大坪　裕明 日本通運㈱静岡支店焼津事業所大井川営業課

愛 知 県 武田　栄二 中京陸運㈱弥富営業所

京 都 府 衣川　雄登 日本郵便輸送㈱近畿支社京都営業所

大 阪 府 小栗　正寛 日本通運㈱大阪北支店茨木事業所ロジスティクス課

兵 庫 県 岡田　　聡 日本通運㈱神戸支店加古川事業所営業課

奈 良 県 松本　貴之 ヤマトマルチチャーター㈱奈良営業所

岡 山 県 一岩　雅人 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター

広 島 県 疋田　崇郁 広島ロータリー輸送㈱

山 口 県 小谷　　晃 ㈱日立物流西日本笠戸営業所

愛 媛 県 西山　　修 日本郵便輸送㈱四国支社松山営業所

福 岡 県 杉本　博和 日鉄物流八幡㈱構外物流部高圧ガス輸送課

佐 賀 県 徳永　操一 日本通運㈱久留米支店鳥栖営業支店

熊 本 県 真佐喜龍星 南九州センコー㈱八代営業所

大 分 県 松本　育雄 九州西濃運輸㈱北大分営業所

宮 崎 県 野呂　卓司 日本通運㈱都城支店総合物流センター

鹿児島県 中原　拓郎 日本通運㈱鹿児島支店

沖 縄 県 宇江城昌朗 ㈱東産業本社営業所

（令和 3年 10月 13日現在）交通事故ゼロを目指して交通事故ゼロを目指して
10月23日～25日10月23日～25日

　全日本トラック協会は、10月23日から25日にか
けて「第53回全国トラックドライバー・コンテスト」
を開催する（関連2面）。
　同コンテストは、事業用トラックドライバーに求め
られる高度な運転技能と、関係法令および車両構
造等に係る専門的な知識を競うもの。都道府県ト
ラック協会主催のコンテストで選ばれた、総勢109
人のトラックドライバーが腕を競い合う。
　なお、10月23日㈯・24日㈰に行われる実科競
技・学科競技（会場：自動車安全運転センター安
全運転中央研修所）は「完全無観客開催」とな
るため、選手の関係者（家族、勤務先などの付き
添い、トラック協会職員等）、報道、一般来場者
の来場は不可となる。

全国トラックドライバー・コンテスト出場選手一覧全国トラックドライバー・コンテスト出場選手一覧第53回

「第51回全国トラックドライバー・コンテスト」
の様子
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運送業の今を少しだけ便利にする「配達くん」
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7:20
　出社。消毒（写真①）、検温（写真②）、点検、点呼
を行ったあと、会社近くに営業所を構える荷主企業（建築
資材卸売会社）へ出発。

8:00
　荷主先に到着。再び点呼を受け、同社倉庫内でボルト
・ナット等納入製品の検品・仕分け・整理を行う。

9:30
　伝票の仕分けをしな
がら、配達順にトラック
へ荷物を積み込んでい
く。積み荷は段ボール
に入った製品が中心
であるため、積み込ん
だ後、製品が汚れたり
濡れたりしないようにシ
ート掛けを行う（写真
③）。

MEMO　浦さんが火・木曜に担当している市内配送は、
①午前便、②午後便、③夕方便――の１日３便。金沢
市内の10～ 15件の配送先へ、日ごと・便ごとに異なる
商品を届ける。

10:30
　積み込み完了後、
午前便の配送へ出発
（写真④）。

12:00
　昼食休憩をとる。

13:00
　午後便の積み込み
を開始（写真⑤）。

13:30
　積み込み完了後、
午後便の配送へ出発
（写真⑥）。

14:30
　30 分ほど休憩をとる。

15:00
　夕方便の積み込みを開始。

16:00
　積み込み完了後（写
真⑦）、夕方便の配送
へ出発。

17:00
　帰社。帰庫時点呼
（写真⑧）を受けてか
ら退社。

浦さんのある１日の仕事の流れ

「高校新卒入社、社会人歴＆ドライバー歴半年」の 19 歳！
1 枚の求人票が導いたトラックドライバーへの道

・ 今年 3 月に石川県金沢市内の高等学校を卒業し、翌 4 月に㈱ツカサ
へ入社。3 か月の研修を経て、7 月にひとり立ち。9 月に誕生日を迎え、
19 歳に。

・ 現在の担当業務は、2トン平ボディ車での建築用資材の近距離配送。
月・水・金曜は富山県への配送、火・木曜は金沢市内での配達を行
っている。

・ 趣味は YouTube や TikTok の動画を見ること、ドライブ。「休日は、
休前日の夜寝る前や、休日の朝起きてからの時間に動画を見てリフレ
ッシュしてからドライブに出かけたりしています。ドライブでは、仕事の
予習・復習を兼ねて、富山県や金沢市内を走行し、仕事に活かすた
めに近道や新しい道を探しています」。

�担当業務：２トン車ドライバー（近
距離配送）
�勤続年数：�6 か月
�取得資格：準中型自動車免許、フォ
ークリフト運転技能講習修了

浦さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わってい
るのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

株式会社ツカサ
［代表取締役　坂池 克彦］

本社所在地 石川県金沢市古府 3-107
資本金 1,000 万円
設　立 昭和 63 年 10 月5日
従業員数 67 人（ドラｲバー 55 人、うち女性 2 人）
車両数 55 台

一時中断していた新卒求人を復活　若年者・女性採用に成功一時中断していた新卒求人を復活　若年者・女性採用に成功
「学生に選ばれる運送会社」かつ「ずっと働きたい運送会社」へ「学生に選ばれる運送会社」かつ「ずっと働きたい運送会社」へ

坂池社長に
訊く！

　当社では未経験者を中心に採用しており、19 歳から70 歳まで、幅広い年
齢層のドライバーが活躍しています。以前は新卒求人を行っており、採用実績
もあったのですが、一時行わなくなり、5 年ほど前から復活させました。新卒
求人を行うことによって、「数多くの職種から就職先を選ぶことのできる学生が、
その中でもトラック運送業を、さらにその中でも大手事業者ではなく、中小事業者である
当社を選んでくれるのか」、「学生に選ばれるに値する企業なのか」ということを試し、
確認することができます。
　新卒採用を復活させたものの、残念
ながらずっと実績ゼロが続いていたの
ですが、昨年度行った求人で、短大
卒の女性が事務職に、高卒の浦さん

がドライバー職にと、女性新卒者2人を採用することができました。
新卒採用と同様に、若者や女性がドライバーとして定着することも
同じく「会社としてのバロメーター」になります。あらゆるドライバ
ーにとって働きやすく、「この会社でずっと働いていきたい」と思っ
てもらえる会社でありたいと考えています。

浦
う ら

�遥
は る か

香さん

女子高生が求人票と出会い運送会社に新卒入社するまで女子高生が求人票と出会い運送会社に新卒入社するまで
　新卒求人再開４年目となる昨年、坂池社長は金沢市内の高校から「ドラ
イバー職を志望する女子生徒が会社見学を希望している」との連絡を受け
た。当の女子生徒＝浦さんは、高校卒業後すぐに社会に出て働きたいと考
えていたが、具体的に就きたい職種があるわけではなかったという。
　「求人票を見ている中で、やりたくない仕事を消去していくと、最後に残
った仕事、つまり『募集内容を見て、やりたくない仕事がひとつもなかった』
のが、㈱ツカサの求人票でした。家族や親戚など、身近な人にトラックドラ
イバーはおらず、求人票に出会うまで、トラックドライバーという仕事を意識
したことも、興味をもったこともありませんでした。しかし求人票を見て、『こ
の会社の仕事内容は自分の理想に合っている』と思い、会社見学を希望し
ました」（浦さん）
　「会社見学は、トラックドライバーの仕事内容を実感してもらうために、荷
役作業など具体的な仕事内容が分かるような形で実施しました。見学から
帰ってきた彼女の第一声は、『とても楽しかったです！』というもので、正
直驚きましたが、『これは本当に入社してくれるかもしれない』とも思いまし
た」（坂池社長）

　会社見学のあと、浦さんは、入社への意志を固めていく。
　「会社見学を経て、『大型トラックやフォークリフトを運転してみたい』、『自
分はこの仕事を頑張りたい』と思いました。会社見学で実際にドライバーさ
んがトラックやリフトを運転・操作する風景を見られたことは、就職を決める
際のかなり大きな決め手になりました」（浦さん）
　同社への入社面接を決めた浦さんに対し、進路指導教諭や両親からは、
「事務職のほうがいいのではないか」、「本当にその会社でいいのか」とい
う声もあったというが、「事務職だけは絶対に嫌」だったこともあり、浦さ
んの意志は固く、最終的には両親も「それが本当に自分のやりたい仕事な
ら」と背中を押してくれた。入社面接を経て、晴れて浦さんの同社への採
用が決まった。

研修・免許取得・資格講習　多忙な日々の中着実に技術を習得研修・免許取得・資格講習　多忙な日々の中着実に技術を習得
　「当社の場合、小さな車両での輸送はバラ積みが中心になること、リフト
で積み降ろしができる乗務は中型車以上になってしまうことが課題でした。
検討を重ね、実際に荷物を持ってもらったりした上で、女性でも扱える重さ
の荷物を運ぶ現在の業務を担当してもらうことになりました」（坂池社長）
　浦さんは４月に入社すると、まず新社会人研修を受講。続いて、会社の
補助を利用して教習所で教習を受け、普通免許から準中型免許へとステッ
プアップするとともに、フォークリフトの資格も取得し、さらに仕事の手順や
配送ルート等の習得も同時に行うなど、多忙な日々を送った。５月には森係
長による横乗り指導が開始、７月からは晴れてひとり立ちした。
　「つらいと思ったことは一度もありません。仕事を覚えるのは大変でした
が、あらゆる仕事が楽しくて仕方ありませんでした。会社見学の際に『運
転してみたい』と思ったリフトの資格も取得でき、今はまだあまり乗務する
機会がありませんが、いずれはリーチ式・カウンター式ともに乗りこなしな
がら積み降ろしができるようになりたいと思っています」（浦さん）

　坂池社長は浦さんを、「見た目はか細いが、中身は骨太」と評価する。

「あらゆる仕事が楽しい」慎重さ・大胆さのすぐれたバランス感覚で日々成長中「あらゆる仕事が楽しい」慎重さ・大胆さのすぐれたバランス感覚で日々成長中history
　「肝が据わっていて、誰に対しても物怖じせず受け答えでき、嫌なことは
嫌だとはっきり言える強さももっています。これはトラックドライバーという仕
事をしていく上で重要なことで、非常に有望だなと思っています」（坂池社長）
　浦さんが仕事の上で最も気を付けていることは、伝票と商品を念入りに
突き合わせる「トリプルチェック」。日ごと・便ごとに商品と配送先が異なる
ため、誤りがないように細心の注意を払っているのだという。
　「間違ってしまったこともあるのですが、そういう時は意外とマイペースに
『じゃあ次はこう対応して解決しよう』と頭を切り替えて乗り切りました。
一番仕事が楽しい瞬間は、大きくて重い荷物を運ぶ時です。男の人でも重
いと思う荷物を持つことができた時は『よしっ！』と思います」（浦さん）
　細やかなチェックを怠らない「慎重さ」と、物怖じせず、切り替えも早い「大
胆さ」のバランス感覚が浦さんの大きな魅力であり、長所であるといえる。

「今冬が最大の難関」　雪国のトラックドライバーならではの課題「今冬が最大の難関」　雪国のトラックドライバーならではの課題
　入社から半年が経った今、坂池社長が浦さんの今後の課題として挙げる
のが、「雪道」と「モチベーション」だ。
「浦さんならこの仕事を続けていけると考えていますが、一番の難関は今
年の冬だと思います。金沢は雪が降りますし、浦さんに週３回運行に出ても
らっている富山は金沢より雪深く、雪道対策は必須です。しかし一般的なタ
イヤチェーンは非常に重量がある上に、雪がこんこんと降る中で全てのタイ
ヤにチェーンを掛けなくてはなりません。そこで今冬に向け、女性でも扱え
る重さの、軽いトラック用タイヤチェーンを購入しました。浦さんにはトラッ
ク協会の研修でチェーンの掛け方等を学習してもらっていますが、あとは実
践でどこまでできるかです。また、入社後しばらくは、全てが初めての経験で、
何でも楽しいと感じることができますが、仕事に慣れてからも、どこまで自
分のモチベーションを保ち続けていけるかということも、これからの課題だ
と思います。逆にいうとこれは、『当社が浦さんに試されている状況』でも
あります。高校新卒者の女性ドライバーに定着してもらうために、こうした
課題に対してその都度対応策を講じていくことで、浦さんがずっと当社でト
ラックドライバーとして働きたいと思ってくれるような会社にしていきたいで
す」（坂池社長）

　「タイヤチェーンを巻くのはたしかに難しかったですが、私個人としては、
なんとかなるんじゃないかと思っているんです（笑）。積み込みも運転も全
部楽しくて、楽しくない仕事なんてひとつもありません。トラックドライバー
という仕事のことを何
も知らなかった私が、
『トラックドライバーの
仕事ってこんなに楽し
いんだ！』と思えたの
は、入社後実際に仕事
をしてみてからでした。
求人票を見た時は、『な
んとなく』の選択でし
たが、今はこの楽しい
仕事をこれからもずっ
と続けていきたいと思
っています」（浦さん） 写真左から、浦さん、坂池社長

浦さんはこんな人！

　浦さんの入社以降、ずっと指導を担当しています。当初は「若
くて小柄で、大丈夫だろうか」と心配しましたが、教えたことを
何でも素直に聞き、まじめに取り組んでくれています。仕事に
慣れてくると、初心を忘れて細かな確認が疎かになってしまうも
のですが、浦さんは基本を怠らず、しっかり丹念に作業をしてく
れますし、今やだいぶ運転もうまくなりました。今後は、2トン
車でおさまらずに、4トン車、大型車とステップアップして、会
社に欠かせない存在になってほしいです。

（直属の上司＝森
もり

�慎
しんや

哉係長）

坂池�克彦
代表取締役

浦さん㊧と森係長㊨

　トラック運送業界で様々
な仕事に携わる女性をとり
あげるこのコーナー。第
31回目は、「2トン車ドラ
イバー（近距離配送）」の
お仕事です。㈱ツカサ（石
川県金沢市）の浦遥香さ
んが登場します。

第31回�「２トン車ドライバー（近距離配送）」浦�遥香さん（㈱ツカサ・石川県）


